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平成２６年第２回長与町議会定例会 

議事日程（第２号） 

                         平成２６年 ６月 ５日（木） 

                         午  前  ９時３０分 開議 

日程 議案番号 件         名 備 考

１ － 一般質問  



－ 96 －

                             （開議 ９時３０分） 

議  長 （山口経正議員） 

 皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前に申し上げます。 

 本年秋に長崎がんばらんば国体、がんばらんば大会が開催されますことは、

皆さん御案内のとおりであります。本日から議場におきましても国体並びに

大会の成功に向けて、その一端といたしまして啓発用のポロシャツを着用し

ての会議といたします。皆様方の御理解と御協力をよろしくお願い申し上げ

ます。 

 ただいまから、本日の会議を開きます。 

 日程第１、昨日に引き続き一般質問を行います。 

 通告順６、饗庭敦子議員の①長与町の子育て支援についての質問を許しま

す。 

 １番、饗庭敦子議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 皆さん、おはようございます。 

 本日は、がんばらんば国体まで１２９日、がんばらんば大会まで１４９日

ということで、きょうからポロシャツ着用で皆さんにＰＲをという形で本日

ポロシャツを着用しております。私は、他県に行く機会も結構多いことがあ

りまして、２０１２年よりこのポロシャツを着て全国でＰＲをしてきてまい

りました。その分皆さんが集まって盛り上がるといいなというふうに思って

おります。 

 今回一般質問するに当たって、執行側の皆さんもメンバーが入れかわって

おりますけれども、この中で女性の方が１人課長として座っておられるとい

うことが非常にうれしく思っております。 

 それでは、一般質問に入ります。 

 長与町の子育て支援について。 

 子育て支援という言葉が使われ始めて久しくありますが、本当に有効な子

育て支援が行われて、成果が出ているのでしょうか。 

 長与町においては、保育園の待機児童はゼロに等しいとのことであります

が、先般２０代のシングルマザーがネットで見つけたベビーシッターに預け

た子供が亡くなるという痛ましい事件が起きました。この事件の背景には、

夜間や休日の業務、あるいは家庭の事情などを考慮しての対応など、ひとり

親家庭や夜働く人が仕事を続けるために子供を預けられる保育所はほとんど

なく、ベビーシッターへ頼らざるを得ないという実態があります。 

 このような実態は、子育て支援を必要とする対象者に十分な援助が届かな

い制度の盲点とも言えるのではないかと考えます。子育て支援は、少子化へ

の対応、女性の社会進出と自立への援助など現在の日本にとって重要な役割

を持つものであり、制度のより一層の充実・強化が強く望まれています。 

 長与町においても、町長の平成２６年度施政方針の中で、平成２４年８月

に成立した子ども・子育て支援法に基づく子ども・子育て支援新制度が平成
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２７年４月から始まります。この制度のもとで、教育・保育・子育て支援の

計画的な給付・事業の実施・充実を図るため、５年間を１期とする子ども・

子育て支援事業計画を作成し、新制度への準備を進めるとされております。

制度の本格実施まで１年を切る中で、子ども・子育て会議も実施されている

ということですが、それをこの事業計画に反映させることが求められている

ところであります。 

 また、制度の効果的な実施に向けて、子育て当事者の参画をどのように組

み込んでいくかというところの視点も必要であると考えております。 

 そこで長与町における子育て支援について以下の質問を行います。 

 １、子ども・子育て支援事業計画の進捗状況をお伺いします。 

 ２、学童保育についてはどのように考えているかお伺いします。 

 ３、子ども・子育て会議が事業計画にどのように反映されるかお伺いしま

す。 

 ４、子育て中でのベビーシッター問題について長与町の考えをお伺いしま

す。 

 ５、みなし寡婦制度についての長与町の考えをお伺いいたします。 

 以上、質問いたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 おはようございます。 

 きょうは、早速ポロシャツの対応を本当にありがとうございます。お礼を

申し上げます。がんばらんば国体、がんばらんば大会へ向けてしっかりと取

り組んでまいりたいと思います。 

 それでは、きょう、初日の質問者であります饗庭議員の御質問にお答えを

させていただきたいと思います。 

 １点目、長与町の子育て支援について、子ども・子育て支援事業計画の進

捗状況についてでございます。 

 議員御承知のとおり、平成２７年４月から始まる子ども・子育て支援法に

基づく、子ども・子育て支援新制度により支援を進めるため、事業計画を策

定するものでございます。本年度１回目の子ども・子育て会議を５月末に実

施をいたしまして、教育・保育提供区域設定等について、御検討いただき、

計画策定に向けて進めておるところでございます。 

 ２点目の学童保育についてはどのように考えているかとの質問でございま

すけれども、放課後児童クラブにつきましては、クラブ施設の状況や登録児

童数などが大きな課題と考えております。各クラブの環境改善等につきまし

ては、新制度へ向けて町内の認可保育園、幼稚園との協議の中で、放課後児

童クラブ開設の検討をお願いするとともに、町有地や民間の施設などの利用

も引き続き検討をしておる状況でございます。 

 次に、３点目の子ども・子育て会議が事業計画にどのように反映されてい

るかという御質問でございます。 
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 子ども・子育て支援法第７７条第１項第３号では会議の設置の立場から、

第６１条第７項では子ども・子育て支援事業計画の立場から会議と計画のか

かわり方について、規定をされております。この中で、市町村が計画を策定

するに当たっては、子供の保護者や子育て支援に係る当事者の意見を聞くよ

うに規定されております。その意見を聞く機会が子ども・子育て会議となっ

ておりまして、そのため、保護者の代表４名、子ども・子育て支援関係者７

名、学識経験者２名、そのほか２名の、計１５名で会議を構成をしておると

ころでございます。 

 続きまして、４点目、ベビーシッターの事件は大変痛ましく記憶に新しい

ところでございます。本町でのベビーシッターの活動は確認しておりません

が、社会福祉協議会で実施をしていただいておりますファミリー・サポー

ト・センターや幼稚園・保育園の一時預かりなどの利用が可能となっておる

ところでございます。 

 保育ママ・小規模保育施設など制度の多様化も含め、国、県からの情報や

昨年実施いたしましたニーズ調査の結果、子ども・子育て会議等の意見を参

考に幸福度日本一の町を目指し、子育て支援の充実を図ってまいりたいと考

えております。 

 次に、５点目のみなし寡婦についてでございますけれども、未婚のひとり

親に対する考え方でございますが、母子世帯等で所得税が課税されない階層

の方へ保育料減免を実施をしております。また、県の支援事業を利用した就

労支援など、ひとり親家庭への支援を行っております。全国で広がりつつあ

るみなし適用につきましては、今のところ検討はされておりませんけれども、

今後、研究していかなければならない課題だと考えております。以上でござ

います。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 それでは、再質問のほうに入らせていただきます。 

 最初に、これまで町では次世代育成支援対策行動計画というものをつくっ

てこられて、２２年度から２６年度が後期計画というふうに聞いております。

その中には「梅色次代（みらい）へ伸びる力をはぐくもう 子育て・子育ち

応援のまち・ながよ」というのが基本理念となっておりますが、この計画と

今回子ども・子育て支援事業計画というものがどのようにリンクされている

のかお伺いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 議員がおっしゃるとおり、今まで次世代のほうの行動計画ということで平

成１７年から始まって、５年刻みで始まって、現在いたんですが、今回少子

化対策をより重点的に強化するために子育て支援の新しい制度ということで

考えが変わりましたというか、重点的にやりまして、次世代のほうは要する
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に乳幼児から１８歳、児童、少年等、未成年まで含めたところがほぼ対象だ

ったのが、今回の子育て支援制度に基づくものは基本就学前を重点的な施策

として子育て世代を支援しようというふうな考え方で、内容的には事業的な

ものは子育て支援、次世代から実施していたものを関連した分については子

育て支援制度の中に含まれております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 その次世代育成支援対策行動計画の中で子供の自主性を育てる居場所や遊

び場を整備していくとされておりまして、新制度でも放課後クラブ、放課後

子ども教室などで放課後の児童の居場所について言及しておられると思いま

す。この対策が一層充実が必要だと思うんですけれども、そのあたりはどの

ようにお考えでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 今回の子育て支援制度の考え方としましては、出産から切れ目がない支援

をということで、今回の子育て支援の事業の中には妊婦健診等の支援から保

育、それから各個に合った放課後児童クラブ等について、あとその他支援が

必要な児童に対する支援の強化とかそういったものを継続的に実施するよう

に考えられております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 放課後クラブや放課後の児童の居場所についてということでお聞きしたん

ですけれども、これ後に学童のとこでまたお聞きしたいというふうに思いま

す。 

 もう１点、この後期計画の中では、進行管理として毎年福祉課が点検を行

うとともに、長与町次世代育成支援対策地域協議会がこれを評価し、その結

果を住民に公表するとされてるんですけれども、実際に公表がされているの

でしょうか。町の成果の２４年、２５年度を見てみてもその内容は記載され

てないように思うんですけれども、そのあたりはいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 実績の公表につきましては、数年前実施したんですが、現在、申しわけあ

りませんが、近年の部分につきましては保育所建設等のほうにはまってしま

って公表等実施できていないで、今現在残りの分を実績の集計と公表するた

めの準備を進めてるところでございます。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 
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  １番 （饗庭敦子議員） 

 今準備を進めてるというところですが、いつ公表の予定ですか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 今回の最終的な次世代のほうの行動計画の実績の検証も今回の子育て支援

の計画のほうにも必要になってきますので、遅くとも夏までには公表できれ

ばと考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 ぜひ早急に公表していただければというふうに思います。 

 それで、この新しい子育て支援制度というのを町民の皆様に知っていただ

くことが大切かと思うんですけれども、この周知に関する取り組みはどのよ

うに考えておられますでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 今現在、計画等も含めて準備を進めているところなんですが、まだ国のほ

うからの決定したような資料が全てといいますか、そろってない部分もあり

ますので、随時そういう情報が入ってきたら広報等で周知したいと考えてお

ります。 

 また、計画等につきましても策定後はまた次世代の計画のように公表して

いきたいと考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 まだ国のほうから来てないということではありましたけれども、内閣府の

情報によると何かなるほどＢＯＯＫというのが利用者向けに開始するパンフ

レットで、自治体には５月下旬には配付となっておりましたが、長与町には

まだ届いてないということなんでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 今、議員がおっしゃった分につきましては届いておりますが、住民の皆様

はどちらかといえば長与町がどう考えてるかというところまで望まれるので

はないかと思いまして、できればある程度町の方針等が決まってからのほう

がいいのかと考えて、まだ先ほど議員がおっしゃったブックについても出し

ておりません。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 
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  １番 （饗庭敦子議員） 

 では、その町の制度はいつぐらいに決まる予定なんでしょうか。制度自体

の内容もあんまりわからないから、先に配付しといて、その後、町はこうい

うふうにしますよというふうにしたほうがいいのではないかと思うんですけ

れども、そのあたりはどのようにお考えでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 計画につきましては、今進めておりまして、前も議会等でお答えしてます

けども、秋ぐらいに県のほうへ素案を報告しなければなりませんので、もし

公表できるとすればそれ以降かと、県のほうからの指導等も受けた後になる

かと思います。 

 それから先ほどの国等からの情報につきましては、再度検討して公表でき

るものから公表していきたいと考えております。申しわけありません。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 やはり制度については、なるべく早くわかった時点で公表することが必要

かと思うんですね。それによっていろんな情報を得て、また子育て支援制度

でこうなるんだなということで自分たちの身の振り方とかも考えられるかと

思いますので、そのあたりはなるべく早く公表していただければというふう

に思います。 

 続いて、学童についてのことをお伺いしたいんですけれども、学童の中で

長与町の中でも共働きの家庭が増加し、やはり女性の社会参画の推進ととも

に需要が大きく伸びていると思います。学童の環境整備が喫緊の課題である

と思っております。 

 その中で今、長崎県が単独に行っている補助制度が平成２０年度からはこ

の新制度施行に伴いどうなるのかということがとても心配だという声をたく

さん聞いております。そこで長与町としては、この補助制度をどのように把

握しておられるかお伺いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 放課後児童クラブにつきましては、子育て支援の計画の中も当然出てきま

すし、それと今回の改正では制度的には今まで放課後児童クラブについては

施設等人員などの基準はガイドラインのみで、制度的にはなかったものが省

令等で法制化され、その基準に基づいて町のほうが条例で定めなければなら

なくなっております。その点と、対象児童がおおむね１０歳未満までだった

のが留守家庭における小学生というくくりになって、対象児が拡大されてお

ります。 

 具体的な補助事業の内容につきましては、今のところ細かくはありません
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けど、ただそれぞれ今現在は放課後児童クラブの登録児童数等で段階別に運

営費補助等がありますが、その辺も一応今のところは徐々に基準額が増額さ

れている状態ですので、あとちょっと今のところ私のほうとしてはほかの補

助等についてはまだ把握しておりません。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 私がお伺いしたのは、長崎県が今単独に行ってる補助制度が今後どうなる

のかというのを、もう１年もないわけですから、把握しとかないといけない

し、それが必要であれば要望も上げていかないといけないんじゃないかなと

思ってお尋ねをした。制度は重々承知しておりますので、その部分がどうな

ってるかというところをお伺いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 県のほうの分につきましては、安心こども基金事業というくくりでやって

おりますが、対象等を障害児保育とかも含め、そういった単独で今、県のほ

うがやってますけども、その分の基準が緩くなっているという状況ですので、

今後その方向で支援が強化されていくものと考えております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 今の答弁でいくと、その補助制度は継続されるであろう、大丈夫であろう

ということで理解していいということでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 そのように私ども理解して、県のほうとの話の中でも何ら心配せずに協議

はしております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 学童の関係者の方は御心配をされているようですので、そのあたりは明確

になっているのであれば大丈夫ということで伝えていただければというふう

に思います。 

 今現在、長与町には７クラブありまして、待機児童がいらっしゃらないの

か。最近は新聞等でも報道がなされてて、潜在的なニーズはまだまだあるの

ではないかと言われておりますけれども、潜在的なニーズを把握しておられ

るのかお伺いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 
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福祉課長 （西平隆邦君） 

 潜在的というか、昨年１１月に実施しましたニーズ調査での結果の分で潜

在的なものも含めてニーズ量を把握しております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 その把握している内容を教えていただければと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 済みません。ニーズ量の結果、全部持ってきていないので、保育の分だけ

は手元にありますが、放課後児童クラブ等もありますんで、後で報告させて

いただきます。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 では、後で報告をしていただきたいと思います。 

 この新制度では、おおむね４０人程度で、子供１人につき１.６５平方メ

ートル以上確保という条件、その他の条件もたくさんありますけれども、こ

の中で施設整備というのは大丈夫だと考えておられますか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 長与町内、今現在７クラブありますが、特に長与小学校区のまるたんぼク

ラブが４月現在で１１３名登録児童がおりまして、一番懸念しているところ

でございますが、今現在、長与小学校区内で適当な開設できる施設等がない

か探しております。それで答弁の中にもありましたけども、町内の認可保育

園のほう等に放課後児童クラブの開設等をお願い、検討いただいているとこ

ろなんですけども、一応その中で長与小学校区内で開設を実際に検討してい

ただいて、２カ所の施設について協議をしているというふうに報告は受けて

おります。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 今おっしゃったまるたんぼクラブさんなんですけれども、同僚議員の前か

らの一般質問にもあって、過密な状態がちっとも改善されていないというふ

うに思うんですけれども、それはなぜ過密な状態が改善されないのか。まる

たんぼクラブさんではいろんな要望も出しておられますし、昨日も出ました

長与小学校跡地のところでグラウンドを整備するということでしたが、そこ

に学童クラブを設置してはどうかというような案も出てるかと思うんですが、

そのあたりについてはどうお考えでしょうか。 
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議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  学童、特にまるたんぼさんには御迷惑をおかけしております。この件につ

きましては、１年前といいますか、もう前々から意見をいただきまして、い

ろいろ模索をさせていただいております。やはり町有地に建てるとなります

と、なかなか場所がないということで、民間の建物等を利用できないかとい

うことで、先ほど課長が言ったように長与小学校区内、また学校に近い場所

というところが一番いいだろうということで、そっちをまず優先的に探して

はいるんですけども、なかなか見当たらないということ。また、公共施設と

いうことで図書館の上、水道局があったところなんですけども、そこも割と

広いので検討したんですけども、やはりエレベーターを利用するというのと

耐震的に子供たちが遊べるのかという意見も出ました。 

 そのほかにも学校側とも話をさせていただいておりますけども、また跡地

に関しましては、はっきり利用を考えてないということと、やはり運動場と

して利用したいということですので、今の跡地に対しましては、まるたんぼ

等の運動する、活動する場所として御利用させていただきたいということで

今考えております。 

 後々は先ほど言いましたように何とか学校の近くに場所を考えてやってい

きたいと考えてますけども、なかなかそういう場所が今私たちが候補を上げ

るところが借地料とかそういうもんで折り合いが合わないような状況でござ

います。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 なかなか土地が見つからないということでありますので、小学校跡地のグ

ラウンドは大変広うございます。武道館の前のというか、裏のなるんですか

ね、に駐車場をつくるということできのうお伺いしたんですけれども、そこ

に駐車場の上の建物に建てたらどうか。大きな大会をするときはそこまでグ

ラウンドとして使うんですよという考えもおありかと思うんですけれども、

毎日子供が過ごす時間と、たまにではないですけれども、年に１回か２回か

あるかない大会とすると子供がそこで過ごす時間のほうが優先されるべきで

はないかと思うんですね。だから大分土地を探しておられて大変苦労されて

おられるようなので、ぜひ今あいているグラウンドのところに建ててはいか

がかと思いますけれども、どうお考えでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  議員さんの御意見ありがとうございます。そちらの方向も今後、教育委員

会さんともお話をさせていただきたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 
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 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 ぜひ教育委員会との連携をとっていただければと思います。 

 町内にある学童は、学校の空き教室を使っているのは１クラブしかありま

せん。全国の平均では、学校の敷地内にあるのが２分の１という状況だと言

われております。この低い状況というものを、教育長、福祉課、どちらの方

でもいいですけど、どのように考えておられるか。やはり全国的に２分の１

ということは、学校の敷地内に置いたほうがいいのではないかというふうに

考えるんですけれども、そのあたりはどのようにお考えでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  確かに長与町では、洗切小学校のほうの空き教室を利用させていただいて

おります。ただ、今、生徒数が一番多いというか、まるたんぼ等で飽和状態

になってる場所が長与小学校区ということで、やはり学校自体も子供たちの

数が多くてそういう余裕がないということもございますので、学校外の場所

を探してる状況でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 全国の平均は２分の１ということなんですが、長与町では学校内より学校

外がいいというお考えということなんでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  いや、そういうことではありません。洗切小が使っておりますので。ただ、

長与小学校に関しましては、生徒数がいっぱいおられますので、その余裕が

ないということでございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 さっきからずっと視線が来てるので、私もちょっと思うんですが、全国の

今の数はおっしゃいましたね。長崎県でもドーナツ現象みたいにして都市部

が少子化でどんどん減っていって、空き教室がいっぱい出てきてると、そう

いう状況の中でそういうのをつくってあるというところもございます。 

 ところが本町においては、御案内のとおり子供の数はもう、増加ではござ

いませんけども、横ばいにしろ他市町に比べて多いんですよね。ですからど

うしても空き教室の活用というところには至ってないと。唯一洗切小学校は

できます。だから放課後児童クラブは、洗切小は今のところ十分余裕がある

というそういう状況でございます。 

 選択性もしいておりますので、そういうことの活用も考えられるのかなと、
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そういうふうに思っておりますけども、今先ほど上のグラウンドとおっしゃ

いましたけども、実はことしの４月に南小の養護教諭が長与小に転勤してこ

られました。そして４月から２カ月たった今感じることは、長与小は非常に

子供たちのけが多かですねと。長与小の子供たちは、元気なのでしょうか、

それともグラウンドが狭いんでしょうかというそういう意見を言っておられ

ました。 

 それからも象徴できますように、上と下を入れかえて今整備の途中でござ

いますけども、本当に狭うございます。そういう中で上はという先ほどの御

指摘の中で図面的に見ても、もし武道館の後ろを形で固定的に設置した場合

にはもう上では運動会はできません。また、保護者立ち見席という形でずっ

と永久的にしていかんといかんという状態でございます。この２年間下のグ

ラウンドでは運動会をもう子供たちの走る距離も狭めてカーブも急にしてや

ったんですけども、それでも保護者立ち見席という状況でないとできないと。

しかも下の学校には学校らしい情操教育に必要な学級園とかなんかもまだ今

から整備せんばいかんということで、どうしても上のグラウンドを教育活動

として、小学生の活動として利用せざるを得ないと。そうしたときに先ほど

課長も言いましたけども、まるたんぼの子供さんたちが事業と調整しながら

グラウンドで活動する分はもう調整しても構いませんよということをきのう

も答弁しましたけども、状況は本当にそういう状況でございます。しかもこ

この子供たちが今後、急激に減少ということは、ゼロ歳児から含めましてそ

ういう状況ではございませんので、何とか早く上のほうを本来のグラウンド

として整備していただきたいということで今お願いをしてる最中でございま

す。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 状況は重々理解したんですけれども、やはりなかなかまるたんぼさんが進

まないから、どこか場所がと言われると、もうそこしか思いつくところがな

い。先ほど言われたように、なかなか用地の問題でうまくいかないというこ

となので、運動会で使えないということであれば困るんですけれども、端っ

こだけでもとかちょっと使える方法がないのか、何か少しでも考えていただ

ければなというふうに思うんですね。 

 それと同時に、そこもちょっと難しいなということであれば、児童館内に

学童クラブというのは４施設あると思うんですね。児童館さんの配慮で大分

使わせていただいてる。それでもまだまだ狭い。子供がふえるということな

んでしょうけれども、そうしたときに連携をとりながらもうちょっと、児童

館にはもちろん児童館の意味があると思うんですね。だからそれも尊重しな

がら、もうちょっと連携をとっていくといいのかなというふうに考えるんで

すけれども、そのあたりはどうお考えでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 
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福祉課長 （西平隆邦君） 

 まるたんぼクラブの件でお話ししますと、まるたんぼクラブのお子さんが、

実際現在正式にはクラブ室というのは一部屋あるんですけど、当然狭いので、

結局クラブがあるフロア全部児童館の部屋も使って、それとその下の児童館

の部分についても当然ほとんどがもうクラブの児童が使ってる状態で、そう

いった面ではもう最大限連携をしているのかなというふうに考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 最大限連携をしておられるという課長のお考えのようですけれども、お話

を聞くとお互いに言い分はあるというところだったので、今後も連絡協議会

とかされていかれるでしょうから、その中で御意見を聞きながら今以上の連

携をとってよりよい環境で過ごせることが必要かなと思います。 

 先日まるたんぼクラブさんにもお邪魔させていただきましたけれども、狭

い中でも子供さんはとても楽しそうにしておられました。それにはやはり指

導員の皆さんの工夫と努力といろんな子供が喜ぶようなことを考えておられ

たので、すごいなというふうに思っております。でもやはり広いともっとで

きる、こんなこともできる、あんなこともできるとたくさんあったので、ぜ

ひそのあたりを考えていただきたいなと思います。 

 いろんな課題は山積しておりますけれども、先ほど話にもありましたが、

条例を策定するというふうに言われておりましたけれども、他の自治体では

６月議会ということで提出もありましたが、長与町はいつごろ議会のほうに

提出される予定でしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 今回の基準等の条例制定につきましては、９月議会にお願いするような方

向で準備をしております。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 では、９月議会で議論したいというふうに思います。 

 現在この学童保育は、公設民営で運営されてるというふうに思いますけれ

ども、学童保育のニーズも社会状況の変化に伴って変わってきていると思う

んですけれども、今後も公設民営でいくのか、公設公営にして町が主体とな

って委託事業されてるところも結構あるかと思うんですが、そのあたりはど

のようにお考えでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  この放課後児童クラブに関しましては、なかなか町のほうも予算が確保で
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きないということが今現状でございます。 

 そのほかの考えとしまして、先ほど町長の答弁でもございましたように、

今の認可保育所のほうにそういう事業を持っていけないか、お願いできない

かとか、昔は社会福祉協議会も考えたんですけども、なかなかやっぱり今の

事業の数からいきますとそちらのほうまで手がつかないということで、ファ

ミリー・サポートのほうはやっていただいてるんですけども、そちらのほう

まで手が行かないということもあります。ですから今後は、そういう民間も

利用した形で幅を、施設を広げていきたいという考えでおります。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 予算の問題もいろいろあるかとは思います。その中で町長の決断が必要な

ところもあるのかなと思うんですけれども、学童保育連絡協議会とかの話し

合いに、幸福度日本一を目指す町長でありますので、前私が質問してオープ

ンデータを幸福度日本一にするためにしてはどうかと提案したときには子育

て支援に力を入れていくというふうにおっしゃっておりましたので、ぜひそ

ういう会議に参加していただきたいなと思いますけれども、町長、いかがで

しょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 私もまるたんぼクラブ参りまして、児童クラブ行きました。今、議員おっ

しゃるように、本当に子供たちは大変生き生きと遊んでおりまして、私も声

をかけていろいろお話をしたわけであります。今言いましたように、狭い部

分がありますので、いろんなところを当たりました。当たって、福祉センタ

ーとかそういうとこも当たりました。だけどやっぱりちょっと無理があるか

なというようなこともあります。運動公園も当たっております。ただ、まだ

民間の部分を当たってない分がありますので、今その民間の部分に当たりま

して、実際まきのきクラブはみつかっておるわけですので、そのあたりまで

含めて早急に何とかこれしたいというふうに思っております。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 ぜひ早急に対応していただいて、子供たちが生活の場として安全で安心に

過ごして楽しい学童になるようになることを要望します。 

 続きまして、子ども・子育て会議で、この子ども・子育て会議の議事録が

ホームページで公開されている市町村がたくさんありました。長与町も検索

をしていましたが、出てこないようなんですけれども、公開はされているん

でしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 
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福祉課長 （西平隆邦君） 

 公開は今しておりません。５月末、先週会議を実施したばっかりで、その

後処理をまだ実際終わってない状態でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 先週終わったばっかりということなんですが、２５年度もされてるかと思

うんですよね。公開する予定であればなるべく早く公開してほしいなと。 

 それともう１点、公開してある議事録を見ると傍聴者が１０名とか１０何

名とか、やっぱり皆さん興味あるところなのかなと思うんですけれども、そ

の会議自体を公開して傍聴者を入れるというお考えはないでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 会議の傍聴につきましては、正直考えておりませんでしたので、今後検討

していきたいと考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 今何でも開かれた議会、開かれた役場というふうに言われると思いますの

で、ぜひお願いしたいというふうに思います。 

 では、続いて、ベビーシッターの問題の中で、なかなか実態把握は難しい

とは思うんですけれども、把握はできてないということでありましたけれど

も、長与町にお住まいの方が夜間急なお仕事とか急な用事が入ったときにど

こか頼れる場所というものがおありでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 夜間緊急にとなりますとちょっと難しいところもあるかと思いますけども、

一応会員登録制でファミリー・サポート・センターのコーディネーター等に

よって実際そういった今までお聞きしたところによりますと、夜間とか休日

とか休みの日とかも含めて問い合わせがあったりとかというのは実際あった

というふうにファミリー・サポート・センターのほうから報告は受けており

ます。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 では、そのファミリー・サポート・センターの現状の利用者数の推移とい

うのはどのようになっておりますでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 しばらく休憩します。 
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（休憩１０時２１分～１０時２３分） 

議  長 （山口経正議員） 

 会議を再開します。 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 済みません。資料ちょっと見つけ切れませんので、後であわせて報告しま

す。内容別の件数等も必要でしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 件数はわからないということですけれども、今ファミリー・サポート・セ

ンターにも病児への預かりの対応をしてほしいとかいろんな声が聞かれると

いうところで、緊急サポートネットワーク事業というのが平成１７年度から

厚生労働省が出して、創設してあるんですけれども、これに関して長与町で

は検討されたんでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 緊急サポートについては、町としてはやっておりません。病児保育と通常

のファミリー・サポート・センター事業ということで、対応の緊急の分につ

いては今のところ検討しておりません。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 今おっしゃったのでは夜間対応ができないのではないかと思うんですけれ

ども、ファミリー・サポート・センターで夜間対応可ということで理解して

もよろしいんでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 ファミリー・サポート・センターで、事前登録が必要にはなりますけども、

ある程度の時間と日程含めて予定でお互いの預かる側と預ける側の会員相互

の協議である程度の対応は可能かと思いますけど、実際本来の全く夜間とか

の本当の緊急の場合というのは、ちょっと対応は今のところできないかと思

います。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 やはり緊急対応ができないからベビーシッターに預けるという事態が起き

て、そこのすごい痛ましい事故が起こったのではないかと思うんですね。今、

長与町では起きてないかもしれないんですけれども、知らないところでベビ
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ーシッターみたいな方に預けてらっしゃる方もいらっしゃるかもしれないと

いうところも含めて、今後、平成２７年度からはベビーシッターの研修を受

けたら市町村が認定してという仕組みが始まるというふうに報道されており

ましたが、長与町はその分を取り入れていく予定でしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 その辺も含めて会議等で検討していただいて、今後、検討していく、計画

にのせるための検討にする必要がある項目であるとは認識しております。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 ぜひ、では検討していただいて、事業計画にのせていっていただけるとい

うことで理解したいというふうに思います。 

 やはりひとり親家庭、夜働く人というところで、なかなか子供を預けられ

る場所がない、保育所も難しい、ベビーシッターに頼らないといけないとな

ると、今の事業計画の中で考えられるかと思うんですけれども、やはり長与

町としてもいろんなシステムを考える必要があるかと思うんですね。だから

国からおりてきた情報、県からおりてきた情報たくさんあると思うんですけ

れども、その中でもいろんな会議をされてますので、その中でぜひ新しいシ

ステムを考えてはどうかと思うんですが、そのあたりはいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 議員おっしゃるとおり、今後あらゆる方向、情報も集めて検討していきた

いと考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 じゃあ、続いて、みなし寡婦制度について、現在のとこ考えてないという

ことだったんですけれども、この寡婦控除で、もともとの寡婦というのは夫

と死別、離婚して子供を扶養する女性で、今みなし寡婦制度をと言ってる分

はシングルマザーというところで、ひとり親家庭にしてみると同じ条件だと

思うんですね。そういうところでいろんな市町村でも取り入れられておりま

すので、長与でもぜひ取り入れてはどうかと思いますが、そのあたりはいか

がでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 町長の答弁にもありましたように、今後、研究していきたいと思います。

現在実施している市等を保育料とかを確認しますと、ちょっと細かいところ
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までは見えないので、その辺も調査をして研究していきたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 研究して、大体いつまでになるんでしょうか。最近されたとこでは川崎市

の中で６月に見直しをして、４月までさかのぼって適用しますよという形で

言われております。今から検討して、２７年度になるのか、今年度中実施し

たいと思われるのか、町長、いかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 今回この子ども・子育て支援新制度ということで、社会保障と税の一体改

革ということで政府のほうもこれについては前向きにやっております。私ど

ももこの制度をどういうふうに活用するかというようなことでいろんなこと

を今から取り組んでいかんといかんということで、５月の末に１回そういっ

た会議をやっております。現在はファミリー・サポート・センターとか一時

預かりとか本当にいろんな形で、ショートステイもあります。そしてトワイ

ライト事業というのもございます。そういったものをいろんなことを活用し

て、新制度は予算がつきますので、この中で何ができるのか、どうしたら一

番いいのかということを、５月末に１度やりましたけども、回を重ねる度に

そういったものを一つ一つ検証しながら何ができるのか検討していきたいと

いうふうに思っております。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 私は、みなし寡婦制度を早く実現できないのかなというところでお尋ねし

たんですが、やはりシングルマザーの平均収入は一般的な世帯の半分に満た

ないと言われております。先日、ＮＨＫの番組でも報道されておりましたが、

この収入が低いということで親の世代の貧困がやはり子供の世代へと引き継

がれ、貧困の連鎖みたいになっているんですね。それを少しでも負担を軽減

し、少しでも子供さんが貧困の連鎖じゃなくって、子供さんが生きやすいと

いうか、子育て支援ということなので、本質的なとこでそういう小さな制度

の見直し、そんなにたくさん対象者はいないと思うんですね。ということは

町の予算の中でできるのではないかと思うんです。町民、町営住宅とかも含

めていろんな制度があるところは何制度も、川崎は３４ぐらいの制度に適用

するとおっしゃっておりますので、その辺をぜひしてほしいと思うんですけ

れども、再度いかがでしょうか、町長。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 このみなし適用につきましては、確かに今、議員おっしゃるように全国的
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に広がっております。したがいまして、これにつきましてもいろんな案件が

ありますけども、一つとしてきっちり検討してまいりたいというふうに思っ

ております。ただ、まだ詳細のところまで、今言いましたように会議開いて

ませんので、できませんけれども、ただ先ほど言いましたように子ども・子

育ての支援の新制度ということで非常に今子供が少なくなってる時代の中で

いかにして子供を任せていこうかというような取り組みですので、そのあた

りをしっかり検討していきたいというように思ってます。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 トップの判断でできることもあるかなというふうに思いますので、ぜひ早

急に検討していただきたいなというふうに思います。 

 最後に、長与町の子育てブック「大きくなーれ！」というのが発刊してあ

りますけれども、すごく内容的にもよくて、これを見ると何か安心して子育

てできるなというふうに感じております。これが皆さん子育てしている人が

知ってるのかなと。今回児童館でいただいたんですけれども、また何か新し

くなりますよという話もあって、いつなるのかなという分もありますけれど

も、そういう形でやっぱり周知がとても大切かなと思うので、子育てしてる

人が手にとれるように、児童館にもそのため置いてあるんだとは思うんです

けれども、まだまだ知らないところがあると思いますので、ぜひホームペー

ジも通して広報をもっと充実していただいて、この制度が本当に有効に使わ

れる仕組みづくりをお願いしたいというふうに思います。 

 そしてひとり親家庭、シングルマザー、そして子育て弱者と言われる方々

に優しい町になることを願って、この質問を終わりたいと思います。どうも

ありがとうございました。 

議  長 （山口経正議員） 

 場内の時計で１０時５０分まで休憩します。 

（休憩１０時３４分～１０時５０分） 

議  長 （山口経正議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開し、一般質問を行います。 

 通告順７、西岡克之議員の①農業政策について、②福祉政策について、③

本町の公共工事についての質問を同時に許します。 

 １０番、西岡克之議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 それでは、議長よりお許しをいただきましたので、質問をしたいと思いま

す。 

 先ほど議長も会議冒頭で国体について応援の発言をされました。私も国体

まであと１２９日、がんばらんば大会まであと１４９日と言おうと思ってま

したら、饗庭議員がさすがによく認識されて、先に言われました。先んずれ

ば事を制すと言いますが、全くそのとおりだと思います。町民、職員、議員、

全部一体となって国体盛り上げていきたいと思います。よろしくお願いしま
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す。 

 それでは、質問に移ります。 

 農業政策について。 

 国内農業は、生産者の高齢化が進む一方で、環太平洋連携協定（ＴＰＰ）

など貿易自由化による価格競争の激化も予想され、経営環境は一層厳しくな

ってまいります。 

 そのような環境の中で注目されているのが、農業などの１次産業の６次産

業化であります。６次産業とは、生産を行う１次産業から、加工を行う２次

産業、流通、販売まで手がける３次産業までまとめて行い、農業収入の安定

化のみならず地域活性化に至る可能性を秘めております。本町の農業におい

ても農産物を６次産業化をして農業者の所得増や地域振興ができないのか質

問いたします。 

 ２番目に、福祉政策についてです。 

 先ほど饗庭議員からも質問があってましたが、同じような内容ですが、質

問させてもらいます。子ども・子育て支援制度について。 

 平成２７年度から子ども・子育て支援新制度が新しくスタートいたします。

これによって給付・事業の実施を伴う市町村は地域の教育・保育・子育て支

援のニーズの把握や、今後の事業計画の策定に取り組まなければなりません。 

 ちなみにこの制度の財源は、本町での議会で反対の決議をした消費税の増

収分が充てられます。 

 この制度は、各市町村が取り組むことにより例えば、都市部では待機児童

解消のための施設をつくろうにも土地の確保が難しいなどの理由があります

が、地方では用地確保では簡単でも人口減少で幼稚園、保育園の存続が困難

なところもあるようにさまざまな違いがございます。このような地域の違い

を考えたニーズに合わせた、きめ細やかな事業計画が必要になってまいりま

す。そこで本町では、より現場を見据えてどのような計画を立てられている

のかお尋ねをいたします。 

 最初に、事業計画は策定されているのか質問いたします。 

 次に、同法では努力義務として、各自治体に地方版子ども・子育て会議を

設置するように求めていますが、本町では設置をしているのか質問いたしま

す。 

 次に、今後、本町で開園される認定こども園のことは把握をされています

か、開園に対しての支援をお考えならばどのような内容なのか質問いたしま

す。 

 次に、現在の保育園、幼稚園を利用されている方々、保護者の方々ですね、

新制度に移行した場合どのような変化がありますか質問いたします。 

 ２番目に、もうかねてからこれは同僚議員、私も含めてですが、質問をよ

くしております放課後児童クラブについてです。 

 放課後児童クラブについても子ども・子育て支援法でも記述がありますが、

本町児童クラブの定員問題についても、保護者会が議会との対話を持ち解決

に向けて努力をされておられるようですが、町はその後の進展について、ど
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のような経過と結果になったのか質問いたします。また新制度では放課後児

童クラブはどのような変化があるのか質問いたします。 

 最後に、本町の公共工事について。 

 南島原市で起きた官製談合事件では、現職町長と副町長が逮捕されるとい

うショッキング事件は世間でさまざまな波紋を広げました。そこに住む住民

に多大な迷惑と、誇りを傷つける結果になりました。本町では公共工事につ

いては、きちんとしたルールづくりと規範性のもと行われているものと確信

をしておりますが、ここでさらに確認する意味でもう一度本町の公共工事は

どのような形で入札がされているのか質問いたします。 

 以上、よろしくお願いします。 

 発言の訂正をいたします。先ほど公共工事のことで南島原市で起きた官製

談合では現職町長と副町長と申しましたが、そこは現職市長と副市長です。

訂正をいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 それでは、農業政策について、西岡議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。 

 １番目の農業政策につきましては、町としましては、生活研究グループに

対し補助を行っており、研究会や講習会、近隣市町の加工グループとの、情

報交換など６次産業化に資するような活動を行っていただいておりまして、

ユズゴショウやジャム類などの、生産・加工・販売を行っておられるところ

でございます。 

 また、平成２３年度から３カ年事業として、県単独事業のながさき農山村

活性化支援事業を活用し、木場・大越地域活性化協議会におきまして、生搾

りミカンジュースの試作品を加工業者に委託し、生産をしていただきました。 

 こちらにつきましては、試飲によるアンケートを実施し、現在、販売方法

などを検討されておられると伺っております。 

 町といたしましても、製品化され販売に結びつけることができるよう、今

後とも支援を行ってまいります。 

 また、近年注目されておりますオリーブにつきましては、農業者の高齢化

対策や遊休農地対策を含めまして、協議会を立ち上げ、推進をしてまいりま

したが、現在、加工委託につきましては小豆島の業者へ依頼している状況で

ございます。 

 今後は、生産から販売までを行う６次産業化を目指した取り組みを行って

まいりたいと考えておるところでございます。 

 ２番目の福祉政策について、子ども・子育て支援制度についての質問でご

ざいます。関連がありますのであわせてお答えをしていきたいと存じます。

昨年９月議会で制定いたしました条例に基づき、長与町子ども・子育て会議

を設置いたしております。先月末に本年度の１回目の会議を実施し、教育・

保育提供区域設定について御意見をいただき、計画策定を進めているところ
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でございます。 

 ハの御質問につきましては、町内各幼稚園から認定こども園への移行等新

制度に向けての御相談を受けております。しかしながら、長与町としての保

育の見込み量等について検討中ですので、どのような体制になるかにつきま

しては、まだ決まってないところでございます。また、支援策としましては、

待機児童解消加速化プラン、安心こども基金等の国・県の補助事業を活用し

た支援を考えておるところであります。 

 ニの現在の保育園、幼稚園を利用されている方々は新制度に移行した場合、

どのような変化があるかという質問でございますけれども、新制度へ移行し

た場合、移行と同時に利用されている方々に変化はないというふうに思って

おりますが、新制度が保護者の選択に基づき、保護者の就労状況及びその変

化等に対応して、幼児期の学校教育・保育・地域の子ども・子育て支援を総

合的に推進するための制度ですので、より質の高い教育・保育を受けられる

ものと考えております。町としましても、よりよい支援体制がとれるよう研

究をしていきたいと考えております。 

 ２点目の放課後児童クラブについてでございます。 

 町内の保育園で開設に向けて検討をしていただいております。保育園から、

長与小学校区内に開設を検討しており、２カ所の民間施設と協議をしている

と報告を受けておりますが、施設や人員のめどが立たず、残念ながら開設決

定には至っておりません。また、民間の空き部屋等も検討材料の一つとして、

情報収集を行っております。今後も開設へ向けて検討・協議を進めてまいり

たいと考えております。 

 次に、新制度では、放課後児童クラブは対象児童がおおむね１０歳未満の

留守家庭の小学生であったのが、留守家庭の小学生となり、設備及び運営の

基準に特段の定めがなかったものが、国が省令で基準を定め、市町が条例で

制定することが主な改正点となっておるところであります。また、これまで

別々の事業でしたが、切れ目のない支援を実施するため、地域子育て支援事

業の１３事業に位置づけられましたので、子ども・子育て支援事業計画に基

づいて実施することになります。 

 ３番目の本町の公共工事についてでございます。 

 議員言われるとおり、南島原市で起きた官製談合事件は、極めて厳しい事

件で、決してあってはならないことだと認識をしておるとこであります。 

 本町の公共工事につきましては、１件の工事費及び委託費が１３０万円以

上のものにつきましては、指名競争入札を行っております。 

 指名競争入札の執行方法につきましては、工事費及び委託費が、５００万

円未満のものにつきましては、所管課で指名請負人調書を作成し、管財課に

おきまして、入札執行通知書及び縦覧設計書を選定業者に配付をします。そ

の後、入札日に選定業者を入札会場に集め、入札を執行しておるところでご

ざいます。 

 また、工事費及び委託費が、５００万円以上になった場合は、指名審議委

員会を開催し、業者を選定し、以下、５００万円未満の入札と同様となって
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おるところであります。 

 落札業者決定後、２５０万円以上のものにつきましては、長与町ホームペ

ージと管財課窓口におきまして、入札内容についての公表を行っております。 

 なお、５,０００万円以上のものにつきましては、落札後、仮契約を結び、

長与町議会の承認を得て、本契約を結ぶこととなっております。以上でござ

います。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 じゃあ、最初の農業政策からいきたいと思います。 

 本町の農業従事者ですね、ふえてはいないだろうと思いますけども、減っ

てるんじゃないかなと思いますけど、過去５年間の農業従事者というの推移

がわかればお知らせください。 

議  長 （山口経正議員） 

 農林水産課長。 

農林水産 （濱 伸二君） 

課  長  西岡議員の質問にお答えします。 

 過去５年ということですが、農業センサスによりますと５年置きの見直し

になりまして、平成１７年、平成２２年という形で５年ごとの公表になって

おります。まず平成１７年度から言いますと、農業就業人口ということで８

６２人、平成２２年度が７０８人で、１５４人の減少となっております。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 これは兼業も含むんですよね。専業じゃないですね。兼業も含まれる数字

ですか、ちょっとそこお尋ねします。 

議  長 （山口経正議員） 

 農林水産課長。 

農林水産 （濱 伸二君） 

課  長  済みません。兼業農家も含まれます。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 やはり減少してるということですね。 

 じゃあ、その農業者の１件当たりの収入はおわかりになりますか。 

議  長 （山口経正議員） 

 農林水産課長。 

農林水産 （濱 伸二君） 

課  長  収入ということで、農業産出額につきましては、平成１８年度までしか公

表データが出されてませんので、最終の平成１８年度でお答えしますと、収

入額は４２８世帯の中で１３億９,０００万円。１戸当たり３２５万円とな
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っております。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 ちょっとデータが古いんで、１８年いったらもう８年、９年ぐらい前です

かね。ちょっとあんまり古過ぎるので、データ的にどうかなと思いますけど

も、しかし、３２５万というのは純粋たる農家の方々の農作物の売り上げじ

ゃなくて、要するに出稼ぎ言ったら言葉悪いですけど、兼業の収入も入って

ることになるんですか、これは。そこお尋ねします。 

議  長 （山口経正議員） 

 農林水産課長。 

農林水産 （濱 伸二君） 

課  長  一応申告に基づいてのデータだと思われますので、農業産出額という形に

なっておりますので、一応農業の収入という形で捉えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 申告データですね。わかりました。 

 ３２５万といったら一家５人、４人ぐらいで１人当たりの、端的には割れ

ないと思うんですけど、かなり普通の一般的なお勤めをされてる方々、お父

さんがお勤めをして、お母さんがパートに出てるぐらいの収入からしたらか

なり低いと言わざるを得ないと思います。こういう方々に少しでも私が先ほ

ど当初の質問で申し上げたように、農産物を加工して少しでも収入得てほし

いという思いで質問いたしました。 

 さらにまた、それを言う前に遊休農地というんですか、これもちょっと関

係があるので、本町の遊休農地はどれくらいあるのか教えてください。 

議  長 （山口経正議員） 

 農林水産課長。 

農林水産 （濱 伸二君） 

課  長  平成２５年度の荒廃農地調査によりますと、９０.８ヘクタール町内にあ

ります。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 それは活用についてどういうふうにされておられますか。 

議  長 （山口経正議員） 

 農林水産課長。 

農林水産 （濱 伸二君） 

課  長  活用についてでありますが、担い手の方が農地を求める場合、そういうと

ころを紹介を行って、マッチングしてから耕作をしていただくという形でお

願いしております。 
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議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 実際マッチングするところは何件かあったんですか。 

議  長 （山口経正議員） 

 農林水産課長。 

農林水産 （濱 伸二君） 

課  長  一応数は少ないんですけど、何件かずつありますけど、また新たに耕作の

遊休農地がふえるという形で、なかなか減少には至っていないところが現状

であります。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 本町の農業というのは、斜面地がほとんどだと思うんですね。ミカンとか

なんとか。畑作農家とかお米の農家とかいうところは平たいところで、つく

らなくなったらそこの田んぼまで借りて一緒に大型機械で耕作するというこ

とができるんですけど、私の知ってる限りでは本町の農地というのは斜面地

にミカンの木を植えて、人の手でそれを一本一本摘果をしながら集荷をして

出荷していくという形になると思うんです。だから若い人はもうせんわけで

すよ、面倒くそうして。それよかもう勤めに出たほうが収入は高いから、そ

んな面倒くさいことされるもんかと。年配の方は、親が残してくれた土地だ

から荒らすわけにはいかんという形でされてる思うんです。 

 じゃあ、そういう方々に農業に対していわゆるおもしろみというか、この

おもしろみというのは収入がふえないとおもしろくないんですね、つくって

る人たちは。そのためにいろんな売るための努力をされてると思います。昨

日の答弁でも町長が石川県に行って長与（ちょうよ）ミカンといって売り込

みをされたとか、そういう形も一つの事例だと思います。 

 それはそれとして、今度、きょう私の質問の趣旨は６次産業です。６次産

業というのはどういうことかというと、１次と２次と３次と足したら６次に

なるんです。製造と加工と販売と足して全部やるの、それが６次産業という

言葉なんです。諸説ありますけども、一番強い説なんです。ウィキペディア

でもこれが載っておりました。そういう説がございますので、それについて

少し話をします。 

 これはあくまでも一つの事例です。一つの事例で、外国の例です。あるブ

ドウの木を外国の農家さんにつくってもらいます。それを３本集めて、商社

が中に絡んでるんですけど、もちろん外国のことなんで。３本買います。そ

の３本でブドウを集荷します。ワインをつくります。ワインをつくって、か

なり高級なワインができます。それを１万円で３本の木を買って、できたら

そのワインをこっちに送ってもらうという。１人で何でもやるという形です

ね。これも一つの６次産業なんです。 

 もう一つ、これは湯前町というところが長崎の大学にお願いをして何とか
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６次産業できないか、そこの町長が長崎の大学に来てお願いをしたんです。

その長崎のある大学がそこに行って何回も話をしていく中で、じゃあ、そこ

の強みは何ですかという形でお話をしたら、うちは水がきれいです、米があ

ります、木がありますと。それしかないのかというぐらいなんですけども、

ほかには何もなかったんで、じゃあ、それを生かして何をしようかといった

らお米をつくります。湯前のお米ってちょっと高いんです、質がよくて。そ

の手前の人吉あたり安いんですけど、ちょっと専門的なことになってきます

けども、じゃあ、その高いお米をどうしようか。９分づきにします。機械で

９分づきにして、湯前のきれいな水を一升瓶の中に入れます。お米を横に置

きます。湯前の木の間伐をした間伐材を丸くして一升瓶の中に入るぐらいに

研ぎます。９分づきにしてお客さんに売るんですよ、ネットで。ほったらお

客さんが買ったら、昔の戦時中のこと、最初から玄米をすればあきるんです

ね。９分づきにすれば残り１分だからお客さんはすぐ喜んでやるそうですよ。

そこに流れてるただの水を入れて、もちろん消毒はしてますけど、ただの水

を入れて、その水で御飯を炊いてくださいと。製造から販売、加工までやる

と。いわゆるどういうことかといったら、知恵を働かせてやろうということ

なんです、この内容は。そこが６次産業化なんですね。 

 例えばの話、耕作できないミカンの木が、今植わってるミカンの木ですね、

あのミカンの木から普通の平均的なで収穫が何キロぐらいとれるかわかりま

すか。 

議  長 （山口経正議員） 

 農林水産課長。 

農林水産 （濱 伸二君） 

課  長  木の大きさにもよりますけど、大体４０キロから６０キロぐらいと聞き及

んでおります。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 それは知りません。それはその時々の相場になると思うんですけど、大体

２０キロですね、流通してる箱は、四、五千円。２０キロでどんぐらいです

かね。いろいろあると思う、ランクによって。平均的にどんくらいかわかり

ますか。市場価格で。ちょっと時間ないんで急いでください。後の質問がつ

かえてます。 

議  長 （山口経正議員） 

 農林水産課長。 

農林水産 （濱 伸二君） 

課  長  大体４,０００円ぐらいで流通してると思います。去年のキログラムの単

価が、農協のかんきつ部会の公表によりますとキログラム１８２円です。以

上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 
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 １０番 （西岡克之議員） 

 だから１８０円ちょっとで、２０キロいったら３,６００円、市場価格の

４,０００円、大体妥当な値段と思います。 

 そういうのも自分でつくらずに、つくりたい人いっぱいいるんですよ。そ

れをつくりませんかって。駆除はこっちがします。駆除代いただきます。そ

れでそれを駆除代いただいた分を一般の方に渡すと。ほったら現金収入にも

なるし、ちょっと高目でもいいんですよ。そういう知恵を働かせた農業の仕

方、これを役場のほうでもっと指導して、指導機関に農協というのがござい

ますけども、役場のほうでも構わないんですね。指導してあげてどうかなと

思います。町長、いかがですか。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 今、議員おっしゃるとおりで、国のほうも農地中間管理機構というのとし

てます。それは遊休地をどうして活用しようかということでやっとるわけで

ありますけれども、長与町も農業支援センターというのつくりまして、そう

いった今言ったような６次産業化につきましても進めておると。今先ほど申

しましたけども、大越と木場でつくっておりますミカンジュースですね、私

もいただきましたけども、大変やっぱりおいしゅうございました。そういっ

たものがいわゆる地産地消で長与で売られると、そういったものが必要だろ

うと思います。 

 そしてもう一つは、ミカンにつきましては、高齢者という形で、農業従事

者の高齢者ということがあるわけであります。それでミカンよりもまだ少し

優しいのがオリーブでございまして、今オリーブも大体５,０００本から６,

０００本ですかね、それぐらいだと思うんですけども、今生息してると。そ

ういったことでオリーブもまた長与町で売られてるというようなことでござ

いまして、そういったものの研究もやっぱり進めていかなくちゃいけないだ

ろうと思っております。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 わかりました。町長も前向きな答弁をされたんで、もっと力を入れてくれ

るんじゃないかなというふうに思います。 

 時間もないので、次に行きます。福祉政策の件ですけども、まず事業計画

について、先ほどの同僚議員の話では事業計画をしてるという話ですけども、

再度お尋ねします。事業計画の中で、先ほどメンバーがありましたね。もう

一度お尋ねしますが、メンバーどのような方が入っておられますか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 お答えします。 
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 子ども・子育て会議のメンバーとしましては、保護者の代表枠で４名、子

ども・子育て支援の事業者関係で７名、学識経験者ということで２名、その

他２名で、計の１５名で構成しております。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 もちろん業界、保育園、幼稚園、その方々、業界の方々ですね、入ってお

られますか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 町内の認可保育園の園長先生と町内の幼稚園の園長先生が１名ずつ入って

おります。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 じゃあ、今後のスケジュール、会議の、はどのようになっておりますか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 会議の予定としましては、現在想定してるのが７月に１回と８月に１回、

それと１０月に１回の一応今のとこ計画策定のために年間４回を予定してお

ります。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 てきぱきやって早く計画をまとめていただきたいと思います。 

 これは内閣府の子ども・子育て支援制度準備室からの文書ですが、町の体

制で市町村及び都道府県における相談支援体制は適切に対応できる体制を確

保することが重要であると書いております。このところを御認識していただ

いて、適切にかつ迅速に対応していただきたいというふうに思います。 

 次行きます。先ほど答弁の中で、どこだったかな。２のところだったかな。

町としての何か保育の見込みがわからないとかいうとこがありましたね。何

かそこのところ保育の、どこだったかな。２のとこだったかな。児童クラブ

のことか。済みません。じゃ、児童クラブ後でもう一回尋ねます。 

 これで幼稚園が認定こども園に移行するとどのような支援があるのか、今

わかりますか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  移行といいますよりも認定こども園をつくった場合ということなんですけ
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れども、幼稚園に対しまして今その制度について説明をするよう準備をさせ

ていただいておりますけども、認定こども園をつくるパターンと今の既存の

一時保育を充実するパターンと、もう何も保育はしないというパターンであ

るんですけども、ある程度国のほうからの施設を充実するために補助を出す

ように、国のほうから２分の１、町村から２分の１だったと思うんですけど

も、そのような形でその施設の大きさによって出るようになっております。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 もう一つ、無認可保育園がこの制度で認可保育園に行くということが、移

行が可能なのかどうなのか、そこをお尋ねいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  それもこの制度の中で今現在、無認可でやってらっしゃる方が認可と同等

のものを行えば可能であるということですけれども、ただし、その場合、待

機児童等の絡みがありますので、全部ができるというわけではございません。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 待機児童等ということは、もう少し具体的にそこら辺を御説明願います。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 待機児童、要するに保育定数等によって現在の保育園等が受け入れ可能の

人数を超えて受け入れ切れない場合は待機児童になりますので、そういった

待機児童がいる場合は、そういった受け皿を速やかに確保しなさいという新

しい制度ですので、そういった場合は認可外保育園等の施設等、人員等の基

準が認可保育園と同等の基準を満たしていれば認可しなさいということにな

ります。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 ということは待機児童は町内には存在していないということで、いるとい

うことですか。ちょっとそこら辺をお願いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 今現在で申しますと、待機児童の定義に当てはまる待機児童というのはゼ

ロです。 

 今回の制度始まるとき、考えられるときに調査があったときに待機児童が
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長与町の場合、１名いましたので、待機児童がある自治体ということでなっ

ておりますので、現在認可外保育園が認可を受けられるような支援というこ

とで認可外保育園に対する運営支援の補助が町内で１園実施しております。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 じゃあ、どこも定員いっぱいでちょうどという形に理解してよろしいんで

すかね、町内の保育園は。そういう形でよろしいんですか。それとも定員に

まだあきがあるという形ですか。１名というのは、何かちょっとにわかに信

じがたい数字なんですね。そこをどう解釈すればよろしいんですか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  町内のそれぞれの定員からしますと、現在１２０％まで児童を受けていい

ということになっております。そういう形から定員をオーバーして１２０％

内の保育所と、まだ定員に満たない保育所がございます。トータルしますと

全体の定員数に合致してるという形でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 何かちょっとよくわからないんですけども、そこを議論するつもりはない

ので、もういいです。 

 最後というか、この問題の途中のところで教育というのがこの新支援制度

では入ってきます。これも子育て支援新制度の文部科学省、厚生労働省、内

閣府が出してるやつです。この中に教育という形が入ってくるんですけども、

教育といえば教育委員会なんですけども、その辺の連携といいますか、教育

委員会と福祉課の連携、この新制度に対しての、それはとれておられますか。

ちょっとそこ質問します。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 今回子ども・子育て支援制度でおける教育、保育というのは、要するに幼

保連携の認定こども園等を含めたところでございますので、今後、福祉課と

しても教育委員会のほうと協議しながら、協力していただきながら認定こど

も園等を含めて対応していきたいと考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 認定こども園と言いますけど、ここちゃんと載ってるんですね、この中に。

こんな取り組みを進めていきますというとこで、１、保育所と幼稚園のいい

ところを一つにした認定こども園の普及を図ります。保育の場をふやし、待
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機児童を減らして子育てしやすい、働きやすい社会にします。３つ目に、幼

児期の学校教育や保育、地域のさまざまな子育て量の拡充や質の向上を進め

ます。３つ目に、学校教育と言葉が入ってるんですよ。認定こども園との連

携じゃなくて、教育委員会との連携も必要になってくるんです、当然。その

辺の連携のことを私はお尋ねしたんですね。いかがでしょう。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 御指摘の件につきましては、やっぱり学校教育の今、一番重点、力を入れ

てるのは教育の中といいましょうか、小学校１年から中学校３年、義務教育

なんですけども、やはりここで課題になってくるのは入り口の部分、出口の

部分の教育ももっとしっかりせんといかんのじゃないか。つまり接続のとこ

ろせんばいかんとやないかということで、我々は出口のところ、つまり高等

学校、中学卒業後の教育をどうするかということには随分力を入れてやって

きたんですけども、今御指摘のように今度は入り口の部分、ここをしっかり

せんといかんと、そういう趣旨のことでございますので、今でも幼保小の連

携はやっております。年間２回やっておりまして、いろいろ子供の情報交換

しながら、小学校ではこうなりますよ、幼保小連携ではこうしてますという

ことやっておりますので、そこのところを今度は課を超えて福祉課と教育委

員会も交えてさらに充実していかなければいけないのかなと、そんなふうに

捉えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 まさに教育長が言うとおりです。出してるところ、なるほどＢＯＯＫで、

すくすくであるんですね。これ出してるところが内閣府、文部科学省、厚生

労働省。教育委員会の所管が文部科学省、それで福祉課の所管が厚生労働省。

３つが一つになって出してる。ということは連携をしていかなければならな

いということを国が言ってるんで、町のほうもその辺をしっかり教育長言わ

れるように連携をしていっていただきたいというふうに思います。 

 その次に、時間の関係がありますので、移ります。この支援の中でもある

んですけど、放課後児童クラブは、かなり力を入れるようになってます。こ

の中でもあるんですね。これは内閣府が出してる放課後児童クラブにも多く

の待機児童がいますが、新制度で解消されますかと。これ全国ですから、そ

れで放課後児童クラブについても市町村の事業計画に基づき整備を進めてい

くこととしてます。平成２６年度からは開所時間の延長を行う放課後児童ク

ラブを支援する取り組みを開始しますと国は言ってます。 

 じゃあ、町に直した場合どうなのかという形ですね。何か先ほどの中で同

僚議員のやりとりの中でニーズ調査では把握してるというとこが、学童の潜

在ニーズはどうなのかという形でいうとこでニーズ調査では把握してますと

いう言葉が、質問が出ました。それはニーズ調査の結果はもう出てるんです
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ね。私、３月ぐらいにお尋ねしたときにはまだ出てませんというお話だった

んですけど、いつごろ出ましたか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 ニーズ量の集計結果は、前お話ししたと思いますけど、集計的なものは３

月、年度末に出て、その後の報告としては４月中旬ごろ出ております。それ

等を参考にしながら１回目の会議を開いたところでございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 じゃあ、もうちょっと親切に出ましたよぐらい教えていただきたいと思い

ます。たしか２回ぐらい私、尋ねに行ったと思います。出たら尋ねに来いじ

ゃなくて、出たら出ましたよぐらい少し教えてくれてもいいんじゃないかな

というふうに思いますけども、それはいいです。 

 その中で支援の先ほどの同僚議員の質問とかぶるとこあると思いますけど

も、現在まるたんぼクラブが一番多いんですよね、収容面積とかにしても。

ほかのところはあんまり言わないんですけども、我々議員がこの質問の中に

も書いてましたけども、懇談をしたときにほかのクラブも多いんですよ。ま

きのき、それで南陽台にあるクラブ、長与南児童クラブも７４人いますね。

北も６９人います。明らかにどこも飽和状態というか、もっと言葉を強く言

えば劣悪な環境の中で学童を運営されています。そのときに言ったんですね。

我々にお母様方が質問しました。所管課に要望書を出しましたと言われたん

ですよ。我々、議員の方々知ってますかといって、いや、それはちょっと

我々のほうには来てませんと。システムが違うので所管からは上がってこな

いんですよという話をしました。出されて、その後の解決というかはどうい

うふうにお答えされましたか、ちょっとそこお尋ねします。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 各クラブそれぞれ施設等と登録児童数と比べれば環境的に不十分だという

のは、もう認識しておりますが、まるたんぼクラブが特に環境が悪いので、

ともかく今のまず第一にまるたんぼクラブの環境改善、分割等含めてそうい

ったのを念頭に動いておる次第です。ほかの長与南児童クラブ等も今年度も

７０超えてますので、その後、随時といいますか、ともかく私ども所管とし

ましてはまるたんぼクラブをまず第一に改善していきたいと考えて、先ほど

の饗庭議員の際にもお答えしたように町内の保育園等にもお願いして探して

いる状態でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 
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 町内の保育園にお願いして探しているということですけども、じゃあ、そ

の保育園の人たちには例えば今現状ではまるたんぼの子供たちの余ってる人

数、余って、言葉済みません、過剰な人員のことはお話ししてますよね。 

 今後、どういうふうに推移するか。今学校の保育園から小学校に上がる人

数、もうかなりふえてきますよ。私、調べました。長与小校区だけでゼロ歳

から６歳まで、自由選択区域はのけますね、これは、自由選択区域のけて校

区だけで、自由選択というか、緑ヶ丘は自由選択区やけど、実質的に長与小

校区なんですよ。ゼロ歳から６歳まで８３４人いるんですよ、子供たちが。

今からこの数字というのは、年々、６歳が１３５人、５歳が１５０ですか、

ずっといるんですよ。これがずっと、全部じゃないですけども、幼稚園もこ

れいますから、しかし、あとは福祉課のほうで例えばこの近郊の保育園さん

をお尋ねになれば何歳児が何人いらっしゃるという、長与小校区の保育園の

人をお尋ねになればわかると思いますね。だからそれを踏まえた上で早目に

探さないと、過剰な状況がもっと過剰な状況になってくるんですよ。官でで

きないなら民のほうにお願いするという形で早く保育園の方々、ほかのやろ

うと思う方々がいれば構いませんと思いますよ。どんどんお願いして、一遍

に例えば残り４０名とか２０名を、５０名をぼんとどけようとか思わずに、

じゃ、２０人はここでもいいじゃないか。ここで３０人できるよとか、そう

いう場所を早く探す努力が必要だと思います。いかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  ありがとうございます。その数値、私ども少しずつ把握はさせていただい

ております。今問題になってます、やはり榎の鼻団地が今度造成をされて、

少しずつふえております。ここに対しては長与小校区がほとんどということ

で、今から先伸びてくるんじゃないかということで、いろんな模索をさせて

いただいて、先ほどの饗庭議員さんのときにもお話をさせていただいたんで

すけれども、まずは公共施設等、予算がないもんですから、それを利用でき

ないかということでいろいろ模索させていただきましたけれども、なかなか

そっちの折り合いが合わないということで、もう一つの方法として民間を利

用するということで長与保育園のほうにお話をちょっとさせていただいたら、

何とか自分たちもそういうことだったら協力させてもらいましょうというこ

とでいろいろ計画をされてみたいなんですけれども、そちらのほうもやはり

賃貸、物を借りる分に関して費用が高いということと、人員的なものでなか

なかすぐにはできないということでございます。 

 私どもとしましても幾つか今当たっております。何もしてないわけじゃな

いんですけども、公表できないんですけども、一応そういうことでやって、

早目に解決するようには努力をさせていただいておりますので、いましばら

くその結果待ちをさせていただきたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 
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 １０番 （西岡克之議員） 

 わかりました。別に何もしてないと言ってませんので、御努力されてるこ

とは重々承知しております。しかし、大変なことなんだろうと。人を扱うと

いうか、ことなので、大変なことなんだろうと思いますが、先ほども申し上

げたように官でできないことはどんどん民に移していく。民間の方々の御協

力を仰いでいくという形は非常に重要だと思います。 

 そういうときに、じゃあ、補助金とかいろんな形があると思うんです。そ

れをどれだけ公示していくか、オープンデータじゃないですけども、どんど

んそういうのも何人余ってます、何人余剰ですという形をどんどん話してい

くという、理解を求めていくという形大事だと思います。そういう形でどん

どんデータを出していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 議員おっしゃるとおり、努力してできる限り数字等も必要なもの出して民

間のほうにもお願いしていきたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 わかりました。じゃあ、今後なおさら余剰人員が解消されるスピードが速

くなるということを確信して、次の質問に時間があるので移ります。 

 最後のことなんですけども、公共工事についてですけども、もう当初のこ

とでお話ししましたけども、現職の市長と副市長が逮捕されるという非常に

もう破廉恥な事件が起きております。本町では多分こういうことはないと思

いますけども、もう一度おさらいの意味で、我々議員はもう十分この仕組み

は存じ上げております。しかし、オープンにすることで町民の皆様方がもっ

と理解が深まるんじゃないかなという思いで質問します。 

 本町について公共工事ですね、指名委員会ってあると思うんですね。その

選定基準はどうなってますか。委員の選定基準ですけど。 

議  長 （山口経正議員） 

 管財課長。 

管財課長 （迎 英樹君） 

 ただいまの御質問にお答えいたします。 

 指名審議委員会の委員は、長与町建設工事指名審議委員会規定により、副

町長を委員長として、総務部長、企画振興部長、水道局長、教育委員会教育

次長、建設部長、生活福祉部長の７名で組織され、建設工事の入札参加資格

者の格付及び土木建築等に係る建設工事及び委託業務の入札参加者の指名並

びに指名停止処分等を厳正かつ公平に行い、工事の適正な施行を図るために

設置されております。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 
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 １０番 （西岡克之議員） 

 今、部長さん、総務部長から、これ外部の委員とかはないんですね。ほと

んど内部だけなんですね。庁舎内ということですか。 

議  長 （山口経正議員） 

 管財課長。 

管財課長 （迎 英樹君） 

 ただいま申し上げました内部の７名の委員で組織されております。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 庁舎内ということですね。南島原では、その指名委員会が指名した業者の

方々を市長が勝手に入れかえてるという新聞にありました。真面目な実直な

人柄だという方もありましたし、何でそういうことしたのかなと私は思うん

ですけども、そういう入れかえですね、そういう指名委員の方々が指名した

業者さんを入れかえることはないのかと、過去においてなかったのかと、ち

ょっと聞きづらいとこですけども、そういうことはないんですか。 

議  長 （山口経正議員） 

 副町長。 

副 町 長 （鈴木典秀君） 

 指名委員会の委員長をしておりますので、私のほうからですけども、１年

ちょっとしかたっておりませんけども、その間におきまして指名の差しかえ

等々理事者のほうからいうことは一切あっておりません。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 それはもうないということを確信をいたします。 

 それで先ほどの１３０万以上は指名入札ですか、あったんで、１３０万以

下は随意契約という形ですよね。随意契約については、どういう流れで契約

締結まで行くのか、そこをちょっとお尋ねします。 

議  長 （山口経正議員） 

 管財課長。 

管財課長 （迎 英樹君） 

 随意契約の流れですけども、１３０万未満の工事及び委託費につきまして

は、地方自治法施行令第１６７条の２及び長与町財務規則第１０４条に従い

まして随意契約となりまして、長与町財務規則第１０４条の２より１３０万

円を超えないものについては２人以上の見積もりを徴し、長与町財務規則第

１０７条をもって請書または承諾書をもって契約書にかえることができるよ

うになっております。そういう流れになっております。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 
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 ２人以上というか、２社以上ですよね、この見積もりというのは。１社じ

ゃなくて、２社見積もりを提出させるということで理解していいですか、お

尋ねします。 

議  長 （山口経正議員） 

 管財課長。 

管財課長 （迎 英樹君） 

 そのように理解していただいて結構です。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 本町の場合、今から大型物件がいっぱい建設予定があります。図書館にし

かり生涯学習センターにしかり、いろいろ出てくると思うんですね。そうい

うときにこういう南島原みたいな事件があれば、それは当事者は当然法的処

罰は受けると思います。ただ、しかし、そこにおられる住民の方々が一番迷

惑するんですね、思うに。何かおまえのとこの地域はという、その地域外の

方からそういう批判が、思いがあると思います。だからそういう意味で長与

というのを愛するならば、もっとそれより今よりいい地域にしていきたいと

思うのであれば、それはさまざまな施策は必要になってまいります。しかし、

そういう意味で自分の住む地域、自分の愛する地域を他の自治体の方から何

だと言われないようにするためには、やはり首長さんの決意、思いが大事に

なってくると私は思います。そういう意味で町長、決意を込めて答弁をいた

だけばというふうに思いますが。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 今、議員さんおっしゃるように、私は大変長与を愛しております。したが

いまして、そういうことは私がまず襟を正し、きちっと明らかにして、ガラ

ス張りにして皆さんがわかるような形でやっていきたいと思ってます。気を

引き締めておりますので、よろしくお願いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 西岡議員。 

 １０番 （西岡克之議員） 

 わかりました。町長の決意と覚悟が出た答弁で、私の質問を終わります。

ありがとうございました。 

議  長 （山口経正議員） 

 場内の時計で１３時まで休憩します。 

（休憩１１時４９分～１３時００分） 

議  長 （山口経正議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 これから一般質問を行います。 

 通告順８、金子 恵議員の①町民主役の町政についての質問を許します。 
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 ７番、金子 恵議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 皆さん、こんにちは。 

 今回は、町民主役の町政ということで質問をさせていただきます。 

 私たちの住む今の時代には多くの課題があります。シャッター通りと言わ

れるように中心市街地の活力が低下し疲弊した状況であり、また独居の高齢

者問題、歯どめのきかない少子化など、町の暮らしの中で考えていくべきこ

とは山積しています。 

 しかし、そのような中でも先代から受け継いだ文化、長与町のよさを保ち

ながら町民を主役とした町づくりをしていくことが望まれます。今は町民一

人一人の価値観が多様化してきている時代です。とはいえそのニーズに全て

応えていくことは困難です。それでも町民の思い、町民全体の思いを確認し、

今まで以上に住民の意見を反映した町づくりが求められていくのではないか

と思います。 

 今回は町民の皆さんとの会話の中で聞く、町民が考える現在の問題点を次

の事項を中心に質問したいと思います。 

 （１）昨年の国体リハーサル大会を終え、約４カ月後に開催される国体本

番への取り組みはどうなっているのか。 

 （２）各種イベント等、例えばシーサイドマルシェなど、その成果・反省

点はないのか。 

 （３）公共施設等、例えば丸田荘、長与小学校グラウンドなど町民が利用

しやすいものになっているのか。 

 （４）土・日開庁により、利便性は増したのか。 

 （５）榎の鼻の商業施設、図書館が完成することにより、また榎の鼻地区

に住民が生活をし出すことにより西高田線の渋滞は予測できるが、今後どの

ように対処していくのか。 

 以上、５項目よろしくお願いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 では、午後一の金子議員の御質問にお答えをさせていただきたいと思いま

す。 

 １点目の国体本番への取り組みにつきましては、昨年、開催をいたしまし

たリハーサル大会での経験と反省・課題等への対応策が有効に生かされ、準

備業務は順調に進捗をいたしているところでございます。 

 また、町民皆様に大変御苦労をおかけしております、町民参加運動につき

ましても、リハーサル大会を契機として、多くの皆様には御理解と御協力を

いただける状況となってまいりました。中でも、５月に実施をいたしました

炬火イベントでは、沿道で、御声援をいただいた皆様を初め、おおよそ２,

０００人もの方々に御参加をいただきました。おかげさまで、国体・大会へ

の開催機運が格段の高まりを見せ、５月初旬には心配をいたしておりました
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ボランティア募集も炬火イベントの１週間後には、目標の３５０人を超える

登録をいただいておるところでございます。 

 今後の実行委員会の準備業務でございますが、６月に競技会場の仮設業務

委託の入札と売店出店者の申し込み集約、８月にはボランティアの出欠意向

調査を実施いたします。９月に入りますと組み合わせ抽せん会と、実施本部

員並びにボランティアの業務説明会、さらに９月下旬からは、いよいよ国体

会場の仮設業務を開始することといたしております。 

 さらに、町民参加運動の取り組みとしまして、昨年度から、各自治会様に

お願いをいたしておりますプランター花苗の育成、２つ目にはボランティア

での大会運営参加、３つ目といたしまして、地域応援団の編成と各中学校生

徒による応援をお願いをいたしております。４つ目には、会場での豚汁サー

ビス、５つ目といたしまして、各小・中学校での応援旗・応援のぼりの作成、

６つ目として、開始式でのアトラクションや音楽演奏にも町内保育所や小・

中学校の御協力をいただくよう準備を進めております。 

 いずれにしましても、より多くの町民の皆様がかかわっていただくことに

より、全国からお見えになられた方々との交流ときずなが深められ、感動と

記憶に残る大会にしたいとの思いで、準備を進めているところでございます。 

 ２点目の御質問についてお答えをさせていただきます。 

 各種イベント等の成果・反省点につきましては、町では各所管におきまし

て、数多くのイベントを実施をしております。もちろん各イベントの計画に

際しましては、例えば実行委員会をつくるなど、実施時期、目的、参加対象

者などについて十分に協議をし、開催しているところでございます。また、

イベント開催後は、当然、次回に備えて反省会をやっております。 

 御質問の各種イベントについて、それぞれの成果・反省点をこの場で申し

上げますのは、少し無理がございますので、最近ですが、３月９日に開催い

たしました長与シーサイドマルシェを例に答弁をさせていただきたいと思い

ます。 

 昨年、大村湾沿いの国道２０７号にＮＡＧＡＹＯ Ｓｅａ Ｓｉｄｅ Ｓ

ｔｒｅｅｔと愛称名をつけたことから、長与町の観光名所としてＰＲを行う

ために、また交流人口の増加を目的に長与シーサイドマルシェを「ミック

ン」の誕生日である３月９日に開催をいたしました。成果としましては、テ

レビ・ラジオのほぼ全ての放送局並びに新聞各紙、各種ネット媒体等でイベ

ント開催並びに長与町のＰＲを行うことができ、当日は７,０００人の来場

者でにぎわいました。反省点としましては、今回、発案からイベント開催ま

での期間が短かったことなどから、周知期間が短いのにお客は来るのかなど

の不安から、町内店舗様が出店を控えられたところがありましたので、次回

開催する際は、イベント内容等を十分精査しながら、早目に御案内をしてま

いりたいと考えております。 

 ３点目の公共施設等は町民が利用しやすいものになっているのかという御

質問でございます。 

 町内の高齢者の多くの方が利用している浴場施設の中で、現在の丸田荘浴
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場施設棟につきましては、平成１３年４月から営業し、既に１２年近くを経

過しておるところでございます。 

 一昨年、ボイラー破損により平成２５年７月まで工事がかかり、８月より

営業を再開したところでございます。 

 丸田荘の運用につきましては、開館時間は、働く婦人の家１階部分も含め

午前９時から午後１０時まで、浴場施設の使用は、清掃、安全点検等もあり、

正午から午後６時までとしております。浴場の利用以外では、社会福祉協議

会によるデイサービス、配食サービスなどを行っており、多くの皆様方に御

利用をいただいているところでございます。 

 平成２５年度の浴場の利用者は、８カ月で延べおおよそ１万９,０００人

の方に利用いただいており、誰もが、お風呂に入り、リフレッシュや健康増

進の場として利用していただいているところでございます。 

 また、整備後の活用について御心配をおかけしております長与小学校旧校

舎跡地につきましては、長与小学校グラウンドとして利活用してまいりたい

と思っております。体育など日々の授業はもちろん、運動会や放課後スポー

ツ教室などでも利用いたします。加えて、コミュニティー活動など地域への

開放も考えているところでございます。 

 ４点目の土曜日開庁の件でございますが、本年５月より第２及び第４土曜

日の朝９時から１２時３０分まで、生活福祉部の一部の業務におきまして、

窓口業務を開始したところでございます。今回の土曜日開庁の目的は、自治

会回覧板や広報、ホームページにもお示ししておりますが、お仕事などで平

日に役場へ来庁できない町民の皆様の利便性を図るものとしております。 

 現時点で２回開庁しておりますが、印鑑登録を初めとし、来庁者が３７人、

電話対応が４人となっており、まずまずの成果が上がっているものと判断を

しておるところであります。 

 金子議員の御質問に答えますけれども、１番目の５点目ですね、榎の鼻土

地区画整理事業地内の商業施設の完成による渋滞につきましては、大規模小

売店舗立地法により、日常的に利用される不特定多数の来客、来車、大規模

な物流等を伴うため、周辺の生活環境に影響を及ぼす可能性を有する施設の

ため、店舗設置者が配慮すべき事項として、立地に伴う交通渋滞、騒音、廃

棄物等に関する事項を定め、大型店と地域社会との融和を図ると定められて

おります。 

 その中で、施設の配置に関する事項として、駐車場の台数、また、施設の

運営に関する事項として、駐車場利用可能時間帯、駐車場の出入り口の数及

び位置等を審査するようになっておりますので、商業施設につきましては、

今後渋滞が発生しないよう、事業者と協議を重ねてまいります。 

 なお、図書館につきましては、建物等具体的な計画が見えておりませんが、

将来、建設が始まる中で関係各課と協議し、十分な駐車場の確保等、渋滞が

発生しないよう、検討を行ってまいります。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 
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  ７番 （金子 恵議員） 

 順番のほうがちょっと前後する場合もあるかもしれませんけれども、まず

国体のほうから再質問をさせていただきます。 

 まず、この国体にかかった、これまでにかかった費用、準備にかかった費

用ですね、これの国、県、町の持ち出し、それぞれの金額をまずお聞きいた

します。 

議  長 （山口経正議員） 

 企画振興部理事。 

企画振興部 （藤田 茂君） 

理  事  お答えします。 

 これまでにかかったということでございます。済みません。２６年の予算

ベースで２６年までので集計はいたしておりますが、それでよろしいでしょ

うか。２６年度予算ベースまで含めまして総額で、これ人件費も含んでおり

ますけども、約３億６,０００万でございます。そのうち県から補助金とし

て受けます補助金ですね、これにつきまして７,５１２万１,０００円。あく

までも今年度の分が見込みでございますので、若干の変動はあるかと考えて

おります。一財の持ち出しが２億８,４９５万ということになっております。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 今お聞きしましたように、この町の持ち出しというのが２億８,０００万

以上ということで、国体を一つ誘致したということによって町の財政が結構

費用として使われているというのがよくわかるんですけれども、今回やっぱ

り４０数年ぶりの国体ということで、まず頭に来るのがおもてなし、そのお

もてなしということで、来町された選手、そして応援される家族の方、学校

関係者の方、いろいろいらっしゃるでしょうけど、その方たちへのおもてな

しということで、昨年豚汁等を振る舞ったんですけれども、ことしは町長の

答弁の中で豚汁を振る舞うということ。きのうの同僚議員の質問の中で、ミ

カンの無料配布というのがありました。昨年飲み物も同じように無料で振る

舞ったというふうに聞いておりますというか、会場に行ったときにそのよう

に感じたんですが、今回の国体の本番のときも同様にこのような振る舞いを

されるのか、おもてなしをされるのか、その点をちょっとお聞きします。 

議  長 （山口経正議員） 

 企画振興部理事。 

企画振興部 （藤田 茂君） 

理  事  お答えします。 

 答弁にミカンはちょっと入ってなかったと思いますけども、ことし国体で

計画をいたしておりますおもてなしの具体的な例としまして、まず基本的に

自治会の皆様に御苦労かけております花いっぱいでのお迎え。 

 それから２つ目に、応援のぼり旗、それから応援旗を立てると。それから

応援旗については、終了後、各チームにお渡しをして記念にお持ち帰りをい
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ただくということで計画をしております。 

 次に、３つ目としまして、地域応援団、それから学校応援団の編成で試合

観戦で応援を行うということにしております。 

 ４つ目としまして、昨年同様、無料のドリンクサービス、それから豚汁の

サービス。昨年は時期的にちょうどリハーサル大会は９月ということで、ミ

カンの無料配布も考えたんですが、ミカンの生産がまだ時期ではなかったと

いうことで昨年はミカンの配布はいたしておりません。 

 それから５つ目としまして、ことし休憩所でのミカン無料サービスですね。 

 それから開始式等での地元の小・中学校による蛇踊りの披露等を考えてお

ります。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 その５つのおもてなしの中で、豚汁とドリンクサービス、そして休憩所で

のミカン無料配布というところでちょっとお聞きしますけれども、このおも

てなしが大切ということは十分理解しております。昨年販売のブースでは、

地元商業者の方が町に勧められて出店をしたと。入ってすぐにこちらのほう

が商業ブースだというのがわからないような場所にあったものですから、そ

こで商業者が出店してるというのは帰り際にしかわからなかったんですね。

余りにもお客さんがいらっしゃらなかったので、どうですかというふうな話

をしたところ、やはり長与町の特産品のアピールも兼ねて販売をしている横

で丼いっぱいの豚汁とか無料のドリンクサービスをしてるから全然売れない

と。赤字だったという話を聞きました。この商店主の方たちに出店をしてく

ださいと促したのは役場の方のほうですし、その点のまず配慮がなかったの

かというところをお聞きします。 

議  長 （山口経正議員） 

 企画振興部理事。 

企画振興部 （藤田 茂君） 

理  事  御指摘のとおり、売店の皆さんから私はもうきつくおしかりを受けまして、

まことに申しわけなかったなというふうに考えております。 

 売店が売れなかった要因を出店者等の御意見等聞いて検証した結果ですけ

ども、まず出場されたチーム、昨年のリハーサル大会、これがもう毎年大会

に出場されてるチームということで、各地方のお土産とほとんどよその大会

でも購入して帰ってないということが私がちょっと事前に下調べが不十分で

あったということですね。 

 それから来場された一般の観客も有名選手目当てで、売店に全く目が向い

てなかったということもございます。 

 それから御指摘を受けました私どもの売店の配置や動線の配慮不足と、こ

れはもう十分反省をいたしておるところでございます。 

 それから会場で振る舞いました豚汁、これも生活研究グループと食生活改

善のグループの方がやはり余りにも思いが入り過ぎまして大盛りに豚汁をつ
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いでしまったということで、ちょうど昼前から配布を開始した関係でそちら

を食べておなかいっぱいになって売店に足が向かなかったと、こういう反省

もいただいております。 

 それから出店した大手スポーツメーカーの話では、あのリハーサル大会毎

年売れませんという話を終わった後で私も実は伺った次第で、国体の今度開

催されます少年女子、これについてはソフトボール競技の中でも最も売店が

繁盛する競技会ですというようなことで、若干そこにはことしの大会では希

望を持ってる次第でございます。 

 それでことしの売店の売り上げ向上のための改善策を幾つか申し述べさせ

ていただきますけれども、まず会場の仮設物の動線、これを変更いたしてお

ります。まず運動広場については、一番エントランスの入り口から売店を並

べるという今回変更行っております。 

 それからどうしてもふれあい広場においては会場の設営の配置が昨年と変

更ができないという状況にございますので、来場者に対してお楽しみ福引券

を配布をし、売店に福引の抽せんコーナーを設けるということで御来場者を

売店のほうに足を向けていただくというふうなことも現在準備を進めており

ます。 

 それから豚汁につきましても今年度は容器を小さくして少量の豚汁で長与

の味を味わっていただきたいということで考えております。 

 それから場内でのアナウンス、放送ですね、これも売店ではこういったも

のを販売いたしておりますというそういった配慮もちょっと不足してたとい

うことで、ことしはそちらのほうにも力を入れてまいりたいということで変

更点として考えております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 至れり尽くせりで、そのような地元の業者の方への対応もしていただけれ

ばそれは幸いなんですけど、やはり昨年の反省点として、怒って午前中に帰

られた店舗もあったようですし、ある個店では１,０００個のおにぎりを用

意して、もう半分以上捨てた、廃棄したと、そのように赤字を出したけれど

も、それを自腹でどうにか賄ったと、そういうふうな話ばかりをここ約半年

ばかり聞いておりましたので、次回のこの国体の本番のときにそのような対

応していただけるのであれば地元の業者が出てもやる気が出てくるのではと

いうふうに思います。 

 ３年前に山口の国体、宇部市で少年女子のソフトボール大会があったとき

に、たまたまですけど、ちょっと知り合いが試合に出ておりましたので、行

きました。３年後に長与町で同じ大会があるというのもありましたので、ど

のような感じなのかというのもちょっと興味がありましたので、行かせてい

ただきましたけれども、この宇部市の女子のソフトボール大会で何か振る舞

いがあったかといったら、私たち選手団、家族みんなで行ったんですけど、

最近ちょっと改めて聞きましたけど、余り記憶がない。何かおもてなしを受
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けて無料で食べたというそういうふうなちょっと記憶はないけどと。じゃ、

山口国体全体でどのような振る舞いをされていたかといったら、各ジュース

とか同じような豚汁とか振る舞いされてるところもありましたけれども、そ

こは２００食、３００食の限定ということで、この宇部の女子ソフトボール

大会では振る舞いはあっておりません。ということは一応お知らせしておき

ます。 

 選手にも聞いて、そこまで気づかなかったというのは、いろんなことを考

えておもてなしと言いますけれども、これが過度のおもてなしになっていな

いのかと。なぜかというと、やっぱりこの２億８,０００万というお金を使

って、町民の方の税金を使ってこの国体を賄うわけですから、そこが過度に

なっていないかというところでやはり検証が必要なんではないかということ

で今回質問しましたけれども、その点に関してはいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 企画振興部理事。 

企画振興部 （藤田 茂君） 

理  事  お答えします。 

 予算的な過度の例えばもてなしということでございまして、先ほど議員さ

んから宇部のもてなしがなかったということでございましたが、宇部のほう

でもドリンクサービスはございました。ただ、私どもが国体の担当になりま

して、山口、それから岐阜、東京ということで視察をしてまいった結果では、

宇部で一番もてなしがなされてなかったと。それは無料でのいろんな振る舞

いのほかにも、例えば選手のもてなしに対するのぼり旗や応援、開始式での

来場者の入場数、全てにおいて、大変失礼な言い方かもしれませんが、宇部

市が一番まずかったんじゃないかなと、私の考えではそう思っております。 

 翌年の岐阜の揖斐川町というところに行きましたけども、今私どもが準備

をしておりますもてなしは、ほとんどなされてたという状況でございます。

それと揖斐川町では、町内に旅館施設等もあったにもかかわらず、民泊で選

手との交流を深めるというふうな取り組みまでされてて、会場での応援もす

ばらしいものがあったということで、岐阜ほどのおもてなしはできないとし

ましても、何らか私どもの町民皆さんの協力をいただいて心のおもてなし、

そういったものも中心に、予算は岐阜ほどではなく、少し控え目にしながら、

お迎えをしたいというふうなことで計画をしてる状況です。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 長与町の財政といいますか、それに見合ったおもてなし、何か無料でする

ことがおもてなしではないので、心のおもてなしということをやはり中心に

考えて、財政に負担が来ないようなそのような形で考えていただきたいとい

うふうに思います。 

 選手にも聞いたんですけれども、そこまでは余り本当は期待していないと

いうか、そういうことはあんまり感づかなかったというのは、宇部のおもて
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なしがちょっと足りなかったからそういうふうに感じたのかな、宇部に出た

選手団の子たちが感じたのかなとは思いますけれども、どこまでが求められ

ているおもてなしなのかということをやはり考えて国体の成功につながれば

というふうに思います。 

 きのう同僚議員のほうもこの国体に対する地域の応援団ということで幾つ

か質問されておられましたけれども、私のほうもちょっと何点か質問させて

いただきたいんですけれども、幾つかの自治会で５０人の体制を一つのチー

ムとしてつくって、それを１３チームつくりまして、各チームに張りつかせ

て開会式で顔合わせをして、最後まで私たちが応援しますということ、そう

いう体制で臨むことがベストのおもてなしであるというふうにきのうおっし

ゃっておられましたけれども、これは私が聞いたのは自治会長会という中で

説明を受けましたけれども、この５０人が例えば３日間、優勝まで行くチー

ムに当たった場合、この５０人が５０人の体制のまんま３日間応援をしてく

ださいということなのか、大体５０人でいいから、その５０人の中で行ける

ときにだけ行っていいというふうにおっしゃる、そういう意味でおっしゃら

れたのか、よくそこが理解できなかったので、できればちょっと今その５０

人体制というのがどのような応援の仕方をすればいいのかをお聞きしたいん

ですけど。 

議  長 （山口経正議員） 

 企画振興部理事。 

企画振興部 （藤田 茂君） 

理  事  お答えします。 

 確かに自治会長会で私のほうがその毎日の人員についての御説明が不足し

たのかなというふうに思っております。 

 会場の設営あるいは会場での応援の盛り上がり、そういったことを考えた

場合に、できますれば優勝まで進まれるチームを応援された応援団について

は、恐らく３日間出ていただかんといかんという状況になると思います。規

模的にも５０人以上できましたら毎日、それメンバーの方入れかわることは

一向に私どもはそういう限定はいたしておりませんが、応援の規模として５

０名以上の応援団を編成して会場にお越しいただきたいというふうに考えて

おります。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 先日コミュニティーの中で自治会長だけ集まって話をする中にちょっと同

席させていただいたんですけれども、そのときに皆さんの理解してる感じと

いうのが決まった５０人が３日間、それに対して応援来られる方はそれ以上

に来ても別に来る者拒まずじゃないですけど、幾ら来て応援してもいいとい

うその体制はもう全町民のレベルでももちろんわかるんですけれども、自治

会となった場合にこの５０人で３日間ずっと応援をし続けるというふうに理

解をしてるものですから、ちょっと確認をさせていただきました。 
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 土曜日と月曜日というのが入っておりますので、土日休みの方ばかりでは

ありませんし、やはり月曜日という平日が１日最後入るということで、この

日は予備日だったんですかね。なかなかとりづらいというのもありますので、

そこに５０人の体制がばらついたりとかするのではいけないので、内容的に

もうちょっと自治会の方にでも説明をしていただければというふうに思って

ます。どうもちょっと説明が足りていないような、誤解して理解をしている

自治会長さんも多いようですので、よろしくお願いしたいと思います。 

 この一つのチームに張りつけるということなんですが、きのうも同僚議員

が言ってましたけれども、一つのチームを一つの自治会がグループで応援す

るというのは、それはもう最高のおもてなしだと思いますけれども、町民の

負担ということを考えた場合に、全試合数で割って、全試合というのは１３

試合か１４試合、そのくらい程度だと思うんですね。１３チームに分けるの

ですから、その一試合に張りつけて、両チームを応援するというふうな体制

がとれないのかと。話が来たときにはもうこういうふうにしてくださいとい

うことで話が来ましたので、そういうふうな案というか、そういう案は出な

かったのか、そのところをまずお聞きします。 

議  長 （山口経正議員） 

 企画振興部理事。 

企画振興部 （藤田 茂君） 

理  事  お答えします。 

 当然私どもも事務局あるいは専門委員会等での中でもそういった話も出て

おります。ただ、これまで先催県でも行われてきた地域応援団等につきまし

てもやっぱり各チームに割りつけて応援がなされたということもございます

し、先日も私、申しましたとおり、やっぱり一つのチームと一体となって地

域応援団が応援を繰り広げるといったほうが真心からのおもてなしという観

点からチームに私どもの気持ちというものも伝わるのではないかというふう

なことで、こういった取り組みでの自治会長会では御説明をさせていただい

ております。 

 今御提案をいただいておりました各試合ごとに割り振った場合と各チーム

に割り振った場合、３つの応援団が２度会場に行けないという、その誤差は

出てまいりますけども、応援を受けられる各県のチームへのおもてなしとい

う観点から各県割り当てというふうな方式で御説明をさせていただいたとこ

ろでございます。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 そうですね。宇部のときにそういうふうな地域での応援、地域応援団とい

うのをちょっと感じなかったものですから、その点もちょっと問題点になる

のではないかということで話をしてきましたけれども、イメージとしてこの

岐阜の清流の国体、いただいた写真とかネットで見る写真を見ますと盛り上

がりというのは伝わるような気がします。もうどうせそのような形で進めて
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やっていくのであれば、ここまで徹底した心のおもてなし、地域での応援団

でのおもてなしというのを徹底してやっていただきたいというふうに思いま

す。 

 リハーサル大会というのは、やはりかなりの観客数を予想されてたと思う

んですね。スター選手が来るということで、それなりの予想をしていた。し

かし、今回は全国から選抜のチームで、それよりも来場数も少ないと思いま

すし、実際に来るのは選手の家族だったり、学校関係者、地元の応援団、視

察団、そういう方に限られてくると思います。今この時代おもてなしはオリ

ンピックでもありますように当たり前のことだと思いますけれども、その費

用とか住民の税金であることには変わりはないので、至れり尽くせりが当た

り前なのかというそういう観点でも再度検討し直すべき点はないのか、そう

いうことを考慮して国体の成功をお願いしたいと思います。 

 次に、ちょっと飛んで、土曜開庁のことで先にお聞きしたいんですが、こ

の５月に始まった土曜日の開庁というのは、９時から１２時半までの２日を、

１０日と２４日、２日間で３７人の来庁者があったということで、成功とい

うか、よかったのではないかというふうに思います。利便性を考えた場合に

これだけの来庁者があるとは想像していませんでしたので、どうなることか

とは考えておりましたが、この中で一応３７人の中で印鑑登録をされる方が

一番多かったということで、この印鑑登録というのはやっぱり単発に終わり

ますので、今後どのようなサービスを考えていかれるのか。やっぱり半日あ

けたとしても広報にもありますように近隣の市町村の役場があいてないこと

には転入、転出、転居などの届け出もなかなかできませんし、そうするとサ

ービスが限られてきますから、それが土曜日を半日あけてしないといけない

ほどのものなのかどうか、そこの検証は何カ月か置きかにされるのかもしれ

ないですけど、今後どのようなサービスを中心にされていくのか考えておら

れましたらその点をお聞きします。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  この土曜開庁につきましては、一応９月までを一つの区切りとして、続け

てはいくんですけれども、その時点で検証させていただきたいと考えており

ます。 

 この業務の内容につきましては、先進地であります大村、島原を関係する

部署で見に行ったんですけども、その中からやはり住民サービスとは何かと

いう観点から今の業務を絞らせていただいております。まだ２回しか行って

おりませんので、住民さんのニーズがまだ把握できてないということから、

９月の段階で再度住民のニーズを調査いたしまして、今後の対応を決めてい

きたいと考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 
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 ９月に１度再検討をしてみるということで、この土曜日開庁に当たって、

半日あけることで人件費、コンピューターの管理費ですとか冷暖房、そうい

う経費が出てくるかと思いますけど、そういうことの試算はされておられま

すか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  きちんとした試算は出しておりません。ただ、やはり開庁するということ

に関しまして、そういう費用対効果以上の住民へのサービスが必要じゃない

かということで考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 その検証の時点でサービスの幅を広げるとか、配置の人員数をふやすとか

そういうふうになってきますとその分だけ経費がかさんでくるかとは思いま

すけれども、そういうことも一応想定しているということでよろしいでしょ

うか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  人件費につきましては、なるべく費用がかからないようにということで、

土曜日４時間ということで１２時４５分まで勤務をさせていただくというこ

とで、住民の皆さんには１２時半までということなんですけども、代休で対

応しようということで考えております。 

 電気料につきましても、一応９月の時点では換算してもらうようにしてお

ります。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 代休で対応しているということですけれども、取得はきちんと、５月２回

しただけで始まったばっかりですからあれですけど、この代休というのはち

ゃんと取得できてるのでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  一応今回の業務、職員の出勤に関しましては、事前にいつ出勤するのにあ

わせていつ休みをとるというような名簿をつくらせていただいております。

どうしても休みがとれないときにはまた変更という形でやらせていただくよ

うな方法をとらせていただいております。まだちょっと２週間、１カ月たっ

ておりませんので、きちんとした報告は受けておりませんけれども、そうい

う事前にいただくという方法でやらせていただいております。 
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議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 その代休をとることで、長与町の役場というのは少ない人数で最大のサー

ビスを皆さんにというふうに心がけて、一生懸命職員の方一丸となって業務

に当たっておられますけれども、この代休をとることで平日業務への手薄と

いうんですか、支障はないのか、その点はいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  議員さんがおっしゃるように、私ども少数の人数でやっておりますので、

幾ばかりかは影響は出ると思うんですけども、なるべくお客さんが少ないと

きに、半日ですので、休んでいただくような方法をとっていただくように指

示をさせていただいております。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 土曜日の午前中の開庁というのは、町民にとって助かる点は多々あると思

いますけれども、通常業務の中でのパフォーマンスが落ちるのであればコス

トがかさむだけで、そういうことも今後考えていかなければいけないことの

課題の一つかと思います。要するに一部の町民に対するサービスにとどまっ

てしまう可能性があるというふうに判断した場合には、やはり例えば土曜日

の午前中の開庁を週に１回例えば８時、９時ぐらいまでに延長して、そのと

きに延長の業務を行うというふうな切りかえというんですか、そういうふう

にする、できるということ、他の自治体ではそういうふうにしてるところも

ありますので、そういうふうにしてできるだけ職員への負担、コスト、そう

いうものがかからないようにしていただきたいと思います。 

 ただ、この項目というのは、町長のマニフェストの中にも入っていた項目

ですので、この件に関して町長の見解もお伺いしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 これ議員がおっしゃるように、まず長与町は、サラリーマンの世帯が多い

町であります。つまりほかの地域と違った特徴としましては、そういう方々

が多いんじゃないだろうかと。そして共働きの方々もふえてきてるというよ

うな状況の中で、長与町はそういった方々が月金動けない方々が多いだろう

と。であればせめて土曜日動けるような形にとってみようということで、そ

のサービスをやってみようということでございます。これは今、議員言われ

るように、町民皆さん方これが日ごろ動けない方々へのサービス、そして働

く我々としましては、しっかり組合の方々ともお話をしまして、そして代休

をとれるように、しっかり休養とれるような形にしております。そういうこ
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とを踏まえながら、とにかくやってみて、状況見て、その後、改良すべきと

ころは改良する、そして改善するときは改善するというようなことを一つ一

つ丁寧にやっていきたいと、そのように考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 まだ一月ということで、今後９月の時点、その後、見直す時点で税金から

の負担も最小限に質の高い行政サービスをしていただきたいと思います。 

 次に、西高田線のことをお聞きします。 

 この西高田線ですけれども、昨日もやはり同じく同僚議員の質問の中であ

っておりましたけれども、起点であるこちらの役場のほうから終点である西

高田の踏切までのこの区間というのが、役場の前の橋の完成というのは、あ

のあたりの完成というのは平成２９年度を予定して、このあたりにぎりぎり

間に合うか間に合わないかぐらいで完成するだろうということで、きのう議

会の中で答弁をいただいておりましたけれども、この橋のほうの費用に関し

ましてはやはり執行部の御努力と同僚議員の努力によって完成が待たれると

ころでありますが、今度反対側の西高田のほうの踏切なんですけれども、こ

こはやはり日ごろから渋滞してる踏切ということで、今後のどういうふうな

形になっていくのかというのは住民の課題というか、住民がやはり関心があ

るところではありますけれども、この向こうのほうの西高田のほうの踏切な

んですが、ここはどのような形になっていくのか、今ある程度わかっていた

ら、わかるところまででいいですので、どのような形に変わっていくのかお

聞かせください。 

議  長 （山口経正議員） 

 都市整備課長。 

都市整備 （松邨清茂君） 

課  長  済みません。ただいまの御質問ですが、問題になるのは今の高田の踏切の

ところでございます。当然西高田線というのが、そこの高田の踏切の手前の

ところまでで都市計画決定をされております。その先については、まだ都市

計画決定はされていないんですが、役場のほうをだんだんだんだん拡幅して

いくとどうしても最終的にはそこの高田の踏切の拡幅に入っていかなくては

いけないというのはもう認識しております。ただ、そこには用地に関して昨

年来より用地交渉等が行ってるんですが、そこの踏切のところにもう一つ先

にちっちゃな踏切があるんです。西高田の防災センターからおりてくる幅員

３メートルぐらいの小さな踏切があるんですが、この踏切がどうしても今の

高田線のほうに接続するようにすると高田の踏切を拡幅して、その先にまた

高田線のほうに接続しなくてはいけないんですが、そこの交差点とまた近く

なって、そこの交差点がなかなか厳しいと。それで西高田の防災センターか

らおりてくる交差点から役場のほうに逆に向かって接続するとか、そういっ

た方法しか今考えられないんです。そこの分の用地の分だけが今ちょっとネ

ックになってて、なかなか解決に至らないというところにありますけれども、
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現在の計画でいけば西高田線、都市計画決定されてる路線で計画を進めてい

こうと思ってます。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 この大型商業施設ができることによって、町の発展を願っていると思いま

す。しかし、あの踏切というのは、やはり地元住民の安全を考えると今狭い

ですよね。だからといって３年後のこのイオンですとか３５０世帯の方たち

が住むまでの間に何らかの形で安全策というのを考えないといけないと思う

んですね。そこにＪＲが絡んでいたり、地元の地権者の方のことが絡んだり

とかして早急にはできないにしても、すぐにはできないにしても今の時点で

どんどんどんどん事を進めないと３年後にあの踏切が今のまんまだったらも

う渋滞を待ってるようなものなので、その点はどのようにしようかと、３年

後に対して、関してどのようにしようかという計画は全然ないということで

しょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 都市整備課長。 

都市整備 （松邨清茂君） 

課  長  そこの踏切に関しては、全然進展してないということではないんです。や

ってるんです。ただ、今の現道の踏切を残すのか、それとそこの先のほうに

もうちょっと行ってＪＲ下越しとか、昨年の議会の答弁でもあったとおり下

越しをするとか、オーバーでいくとか、そういったところも考えはしてるん

です。地元に対して一番いい方法をとりたい。１回つくってしまえばもう、

ああ、何であんなふうにつくったのかなとか言われたくありませんので、そ

このところはやっぱりかなり吟味をしないとその先には進めない。ただ、今

２６、２７、２８、この期間の時間の中では、そこの橋とちょうどツインキ

ャッスルの裏のところの拡幅のところのほうに入っていきます。その時間の

中で用地の交渉とかそういったところ進めていきたいと思っております。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 ちょっとしつこいようですが、３年後をめどに何らか進展はできるの、進

展するんでしょうか。というかそんな簡単には進展しないと思いますけれど

も、そこの踏切の形がどういうふうになるにしろ３年後にある程度の交通量

が見込まれるわけですよね、今でも渋滞をしているのですから。だから１回

つくってしまえばなかなか、何でと言われるから慎重にとおっしゃいますけ

ど、やはり喫緊にこういう問題があるとわかってるんですから、緊急な対処

法としても何らかの形であそこの踏切の安全性というのを保つ必要が、安全

を考える必要があると思うんですけれども、そこはどうにもならないんです

かね。素人考えですけど、手前のほうに用地買収をして広げるとか、とにか

くある程度人道、人が通るところ確保できて、車が離合できるぐらいの広さ
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の踏切で、ある程度年数を対処するって、そういうふうな考え方はできない

んでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 建設部長。 

建設部長 （浦川圭一君） 

 今、議員がおっしゃったような計画で地権者との交渉とか、あと、ＪＲと

の協議とか行っておるわけでございますけども、ここ３年間につきましては、

役場前の橋梁から、とりあえずはツインキャッスルの出口のところまでを完

全に仕上げようちゅうことでやっております。 

 その後に、そこの踏み切りのところの改良を絶対必要だとは思っておりま

すけども、先ほども申したとおり、交渉の状況とかそういったもので３年後

に確実にそこまでできるかって言われれば、ちょっと厳しいんじゃないかち

ゅうことで考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 私たちが住民単位で気になるのは安全っていうことで、あの周辺の方の、

夕方になったら、一歩出たらぎりぎりまで車が来たりとかしてるので、やは

り早くどうにかならないかという方の意見、多分もちろん何年も聞いてらっ

しゃるでしょうけど、そういうことを、また今まで以上に榎の鼻が完成する

ことにより意見が出てくるのではないかと思いますので、できることならば、

ある程度先が見える形で住民説明ができるとか、ＪＲとの協議が先になるの

か地元の方との協議が先になるのかはわかりませんけれども、どういうふう

な形になるのかというのが早く説明ができるように対処をしていただければ

というふうに思います。 

 このこちらの役場側の道路のほうですけれども、これも２９年度までには

ある程度完成される、その予定であるということで、それが待たれるところ

ですけれども、この榎の鼻の土地内にはもう住民の方が生活をし出しました

よね。その中にはやはり長与小学校のほうに通ってこられる生徒もいるとい

うことで、その児童が登校するのに、まだこっちの道ができておりませんの

で、さくら会館のほうから遠回りをして通っております。その安全性を考え

た場合に、それを考えても、一日でも早い完成ということで思っております

けど、そこはなかなかやはり一つの大きな事業ですので、この子たちの安全

を考えた場合に、ある程度完成したら中の道を通してもらえるのとか、そう

いうふうな配慮を今後していけるような考えっていうか、そういうふうな方

法をとるつもり、そういうのがないかちょっとお聞きします。質問がちょっ

とあれでしたけど、お願いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 建設部長。 

建設部長 （浦川圭一君） 

 今、議員さん、２９年度の完成ちゅうことでおっしゃいましたけども、私
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どもとしましては、２８年度の、したがいまして２９年の３月末ですね、こ

れまでに区画整理のほうの進捗も２８年ぐらいまでに完成をしてしまおうと

いうことで、先ほど言われたように、住民の方ももう住んでおられます。恐

らくその時期になりますとかなりの方が住んでおられると思いますので、私

どもとしましても、そういう住民の方がせめて不自由かけるわけいきません

ので、この２８年度までにこの橋梁とツインキャッスル横の出口のところま

でを完成の形で仕上げたいということで考えております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 ２８年度、一日でも早い完成で、地元の住民がその道路を使えるというこ

とで対応ができればそれにこしたことはありません。その安全な登校のため

の指導は行っているとは思いますけれども、ここが完成するまでにやはりさ

くら会館のほうから歩いてくるということで、今後の対応もある程度きちん

と考えてやらなければいけないのではないかと思います。 

 昨日、教育長の答弁の中で、長与中学校が登校するあの狭い道路にカラー

舗装をしている、一時的にでも、約２年間でしょうけれども、どちらにしろ

子供たちの安全っていうのを考えた場合にそのくらいの、まあ、自分の子供

に置きかえてという話がありましたけど、そういうふうなことをできないか

……。 

議  長 （山口経正議員） 

 場内の時計で１４時１５分まで休憩します。 

（休憩１４時０２分～１４時１５分） 

議  長 （山口経正議員） 

 休憩前に引き続き、会議を再開し、一般質問を行います。 

 通告順９、河野龍二議員の①新図書館建設用地について、②町内の交通渋

滞対策について、③自治会加入の推進についての質問を同時に許します。 

 １８番、河野龍二議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 それでは、早速質問をさせていただきます。私は３つの大きな点を質問い

たします。 

 まず初めに、新図書館建設用地について質問いたします。 

 平成２６年度第１回定例議会の施政方針で、図書館建設を榎の鼻区画整理

事業保留地に建設すると町長は表明されました。議会が行った議会報告会で

は、高台の建設はやめてほしい、榎の鼻区画整理地は不便だという意見が出

されていました。私、個人的にも建設決定の報道がなされた後に、なぜあの

場所に建設されるのか、文化ホールで懲りていないのか、こういう厳しい意

見を拝聴しております。 

 榎の鼻区画整理事業保留地に建設を望む声は聞かれないと思います。どの

ような理由でこの用地に決定したのか、町長のお答えをお伺いします。 

 ２つ目に、町内の交通渋滞対策について質問します。 
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 本町は町外の勤務者が多く、日中の車の混雑は見られませんが、出勤、帰

宅の時間帯は数カ所で渋滞が見られます。 

 （１）道の尾交差点から高田バイパス入り口付近。市内に向けての朝の出

勤時には特に混雑が見られ、解消のためにつくられた高田越中央線もが渋滞

の原因となっている状況です。この現状をどのように把握し、改善方法をど

う考えているか。 

 （２）榎の鼻交差点付近。長与駅前方面から榎の鼻方面への車が渋滞し、

ひどいときには駅前を超えて車が動かない状況が見られます。改善方法の検

討はできないか。 

 （３）三彩橋交差点付近。朝のラッシュ時の混雑は信号を通過できる車は

一度にひどいときで５台ぐらいの状況にあります。早急な対応が必要だと思

いますが、どうか。 

 （４）今後渋滞解消に新設の道路計画などがあるのか、質問いたします。 

 最後に、自治会加入の推進について質問いたします。 

 町の基本計画には自治会加入１００％が目標としてあります。自治会加入

の増加は厳しく、減少する一方にあるのが現状だと思います。自治会役員も

減少を食いとめ、何とか増加に転じようと努力していますが、行政の協力が

不可欠だという意見が多数聞かれます。そこで質問します。 

 （１）自治会加入促進に町はどのような対策を講じてらっしゃいますか。 

 （２）町営住宅の加入の働きかけはどうなっていますか。 

 （３）自治会へ転居者の有無などを知らせる方法はありませんか。以上、

質問いたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 それでは、河野議員の御質問にお答えをいたします。 

 １番目の御質問、新図書館建設用地でございます。 

 この選定につきましては、これまで町議会を初め各界各層の皆様から御意

見を頂戴し、慎重に検討を重ねてまいったところでございます。 

 この間、私が目指すところの安心・安全で利便性が高く、にぎわいのある

まちづくり、いわゆるコンパクトシティ構想の策定に際し、総合開発審議会

及びその専門部会でありますところの長与町コンパクトシティ構想推進委員

会に建設候補地について詳細に検討をしていただきました。 

 答申の中から絞られた２カ所の候補地の中から、町内全域からのアクセス

等利便性の確保、本町の人口規模と今の時代にふさわしい図書館機能を想定

した場合に必要な用地確保の見通し、新図書館を新しい町のランドマークと

し、中心市街地活性化の中核施設として位置づけ場合の周辺環境と地理的条

件等の観点を総合的に勘案をいたしまして、熟慮を重ねた結果として榎の鼻

土地区画整理事業敷地内の保留地への建設を決定したものでございます。明

るくにぎわいのある誰もが利用しやすい図書館をつくりたいと考えておりま

すので、御理解いただきたいと存じます。 
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 ２番目の１点目の御質問でございます。 

 道の尾交差点から高田バイパス入り口付近、朝の市内向け渋滞の現状把握

と改善の方法でございますが、議員御指摘のとおり、朝の通勤ラッシュ時に

おいて高田越橋交差点から国道２０６号に接する交差点まで交通混雑が見ら

れ、そのため高田越橋交差点では市内向け方面が右折、直進とも渋滞してい

ることは把握をしております。 

 主要地方道長崎多良見線は、過去において長崎振興局において可能な限り

市内向け右折帯をとるよう改良は施されておりますが、合流する国道２０６

号の渋滞も激しく、国道との一体的な改良も望まれているところでございま

す。 

 今後とも当該道路を管理する長崎振興局と現状の確認を行い、改善策を協

議をしてまいりたいと思っております。 

 ２点目の御質問についてお答えをいたします。 

 榎の鼻交差点において、長与駅方面からの渋滞の改善方法でございますが、

以前から榎の鼻ガード下の交差点は、長与駅方面から農協選果場方面の車両

で渋滞をしておりまして、その渋滞緩和のため、平成２３年度に長崎振興局

において、青葉台下交差点よりガード下までの区間において歩車道の整備に

より右折車線長を長くとるなど改良を行っております。また、信号機におき

ましても、県の交通管制センターにて榎の鼻交差点及びガード下交差点の解

析を行い、渋滞緩和のために信号機の連動化を図っております。 

 しかし、交差点が長与第二中学校入り口を含め４カ所、短い距離でつなが

っていることと、榎の鼻交差点が５差路でありますので、現時点での改善は

難しいと思われます。 

 ３点目の御質問についてお答えいたします。 

 三彩橋交差点において、朝のラッシュ時の混雑解消でございますが、朝、

時津方面に向かう車両は三彩橋付近より時津イオン付近の浜田交差点まで車

両の流れが滞っております。 

 平成２５年１月２５日に長崎県交通渋滞対策協議会により公表された地域

の主要渋滞箇所においても、国道２０６号と合流する時津交差点や浜田交差

点、並びに三彩橋交差点が選定されておりまして、今後の対策としてソフト、

ハード面を含めた効果的な対策検討について同協議会において議論を進めて

いくことになっておるところでございます。 

 また、現在進行中の池堂・西時津線が全線開通いたしますと、岡方面から

三彩橋を右折する車両は幾らかそちらのほうへ流れると思われます。 

 ４点目の御質問についてお答えをいたします。 

 渋滞解消のための新設道路計画でございますが、国道２０６号線の渋滞緩

和策がないと、仮に新設道路をつくって国道２０６号、国道２０７号に接続

しても、その交差点に新たに渋滞が発生するだけで解消には至りませんが、

高田越橋付近の渋滞箇所の分散として、高田南土地区画整理事業で整備中の

道の尾駅前線を町境から先は長崎市の事業で岩屋交差点へ向けて幅員１２メ

ートルで道路新設を行っております。 
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 また、計画されております新地域高規格道路西彼杵道路が完成をいたしま

すと、国道２０６号線上にあります井手園交差点、時津交差点の渋滞緩和に

一役買うことになると思われ、それに伴い三彩橋交差点、高田越交差点の車

両の流れが幾らかはスムーズになると思われます。 

 さらには、長与町都市計画マスタープランにも掲載しております、仮称で

ございますけれども、小島田・北陽台高校線、これもまた仮称でございます

けれども、長与・時津・長崎線がございますが、この２路線は時津町及び長

崎市と協議並びに県施工による広域幹線道路としての位置づけをお願いし、

長期的になるかと思いますが、今後とも連携をとってまいりたいと考えてお

るところでございます。 

 続きまして、３番目、１点目の御質問についてお答えをいたします。 

 自治会加入率が年々減少傾向でありますことは御承知のとおりでございま

す。このため、現在、自治会や地区コミュニティー並びに町関係部局による

自治会加入促進調査研究会を開催し、町では加入チラシの新聞折り込みや横

断幕、看板設置による啓発強化、宅建業者並びに事業所への協力依頼、自治

会用の加入促進ポスターやチラシの作成、のぼり旗の自治会への配付、加入

促進マニュアルの整備などに取り組んでいるところでございます。 

 ２点目の御質問についてお答えをいたします。 

 町営住宅入居者の自治会加入につきましては、窓口での入居申し込みや入

居決定時点におきまして自治会加入の説明を行い、加入をお願いしていると

ころでございます。 

 また、未加入世帯につきましては、先ほど申し上げたような取り組みを行

うとともに、自治会におかれても加入促進に対しての取り組みに理解をいた

だき、加入率向上のための活動に努めていただいているところであります。 

 引き続き、自治会等と一体となって自治会加入促進の取り組みを図ってい

きたいと考えております。 

 ３点目の御質問についてお答えいたします。 

 現在、転居者の情報につきましては、本人の同意に基づく自治会への転居

者情報の提供と、それ以外の方については自治会加入案内チラシを配布して、

転居者から自治会長への連絡のお願いを環境対策課窓口で行っているところ

でございます。 

 今後も町関係部局による自治会加入促進調査研究会を開催し、その手法に

ついて協議、研究してまいりたいと考えております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 それでは、順を追って再質問をさせていただきたいと思います。 

 町長はいろんな角度からこの場所に図書館の建設を決定したというふうな

お話でありましたけども、町長が表明した後に長与町の図書館に関するアン

ケート結果が出たようでございますね。そのアンケート、これは間違いない

ですかね。町長の表明後でしたかね、町長の表明する前にアンケートの結果
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が出てたのか、ちょっとそこらだけ先に確認させていただきたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育次長。 

教育次長 （和泉嘉彦君） 

 アンケートにつきましては、昨年のうちに行っております。期日まではち

ょっと覚えておりませんけども、ホームページ等で公開をさせていただいた

ということでございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 申しわけございません。そこはちょっと。 

 じゃあ、そのアンケートの結果を既に御承知だったということで確認させ

ていただきたいと思いますが、そこで、このアンケートの結果で、図書館の

利用について、一番最初の項目でこのアンケートの項目をお聞きしてるんで

すけども、その利用で、利用しない理由が現図書館が行きにくいという理由

でして、図書館を利用している方の８８％の方も行きにくいと。郵送での回

答でも、５９％の方が行きにくいということのようでした。全体で４９.

９％という数字が出てるんですが、じゃあ、町長が表明したこの場所が行き

やすい場所なのかというところが私はちょっと疑問に感じるんですけども、

その点は、本当にここが行きやすい場所になるものなのか、再度町長の考え

をお伺いしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 コンパクトシティ構想推進委員会の皆さん方に諮っていただきまして２つ

の箇所が上がったわけでありますけれども、その中で、私は今の場所ってい

うのが榎の鼻でも一番低いところ、長与町役場に近いところにあります。そ

れと、今非常に災害等々起こっております。そういった中で、町民の安心・

安全という避難地ともなるんじゃないだろうかということでございます。 

 そしてもう一つは、今からあの中にいろんなものが設備が配置されてまい

ります。そういうことによって、交通手段等々も十分そのあたりができるよ

うな形の、そういった今からの交渉もできるんじゃなかろうかということも

思っております。 

 そういった意味で、あそこの場所は非常に町の中心地として、そしてあそ

こにつくることによってにぎわいのある、そしてまた動線としても長与町の

中心部へつながってまいりますので、非常にいいところではないかというふ

うに考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 冒頭、私が説明したように、議会が行った報告会の中で、図書館建設はや
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はりあの高台にはどうだろうかという声がある。そこの高台だというのは、

やはり行きにくいという部分からそういう声が私は出たというふうに思うん

ですよね。先ほどの今の町長の答弁ですと、これからそういうふうな環境に

なるんじゃないかというふうな、いわば、何でしょう、期待を込めての部分

だというふうに思うんで、現状この場所が、じゃあ、今アンケートに寄せら

れた行きにくいというふうな形に応えてないんじゃないかなと、私はそう思

うんですけども、確かにコンパクト推進委員会の中で出されてるこの図書館

の建設の、まずどういう図書館を望むかというところから場所を２カ所に選

定したみたいですけども、ここには駐車場を１００台程度保有するというふ

うな形で出されているみたいです。確かにこの１００台を保有しようと思う

と相当広い面積が必要になりますけども、このやっぱり行きにくいというの

は決して車だけじゃないわけですよね。いろんな不自由な方も、やはり気軽

に寄れる場所と。やはり、ああいう役場からでも坂を上っていかなければな

らないという状況の中では、私はこの行きにくいというのが解消されてない

ように思うんですけども、再度、町長のお考えをお伺いしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 先ほど申し上げましたけども、町内全域からのアクセス等の利便性の確保

ということが出ております。私もそう思います。確かに長与町はこういった

形で小さな町でもございますけれども、結構山が多い、平地がやっぱり大変

少ないというところでもございます。そういった中で、今の場所は非常に町

の中心街にありまして、アクセスという意味におきましても非常にいいんじ

ゃないだろうかというふうに思っております。 

 そして、図書館機能に必要なのは、今、議員が言われましたように、駐車

場が完備されているというようなことだろうと思うんです。単なる図書館機

能ではなく、いろんなものが複合的に重なりまして、情報発信の一つの町と

して機能していくと。そういった意味でいえば、十分な広さを持ったところ、

そして十分なる駐車場を持ったところ、そういったものが、これが非常に適

正としてかなってるわけであります。 

 そういった意味で、私はこの土地に図書館をつくるというのを決めたわけ

でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 行きにくいという現状はなかなか解消はされないんですが、いわゆるほか

の複合的な施設をつくることでいろんな人が来て活用していただきたいとい

うふうなことで、その部分は多少行きにくいかもしれませんけども、いろん

な形で利用していただきたいというのが考えなのかもしれませんけども、こ

こに表明した理由、冒頭説明がありましたけども、このコンパクトシティ推

進委員会の中でも、いわゆる町長が先ほど言いました２カ所に絞ってという
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ことで、榎の鼻区画整理事業保留地のメリットですけども、十分な敷地が確

保できることと、公共用地として町が買い取る予定となっている用地がある

ことからスムーズな工事着工が可能であるということで、ですから、町長が

この土地に決めた理由というのは、やはり町が買い取る予定になってるから

スムーズに着工できるという、このコンパクトシティの答申に基づいて決定

したのが大きな要因になっているのですかね、そこも再度確認させていただ

きたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 企画課長。 

企画課長 （久保平敏弘君） 

 お答えいたします。 

 あらかじめ榎の鼻の区域内に用地を確保していることが前提となってそこ

に決定したということではございませずに、その表現はあくまでも総合開発

審議会の専門部会であります長与町コンパクトシティ構想推進委員会の表現

でございます。 

 先ほどからございます５カ所の候補地から最終的に２カ所に絞り込んでい

ただいたということですが、その中で、推進委員会の観点といたしまして、

アクセス、適正規模、市街地活性化へつなげられるかどうか、あと、緊急性

ですね、随分今まで時間がかかっておりましたので、さほど整備までに時間

をかけられないというような観点です。それと財政負担、そういった観点の

中で、その財政負担の部分で既にそこに一定用地確保のめどが立っていると

いうところで、推進委員会の表現としてそういう形になっているものという

ふうに考えております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 これ町長が答申したんですよね、コンパクトシティ推進委員会ですね。今

の企画課長の答えですね、それで同じだというふうに思うんですけども、ま

あいいです、そこはじゃあ。 

 ただ、ここの条件、先ほどの説明の中でも、いろいろほかのところも見て、

やはり今後スムーズに建設が進められるには、現在町が買う予定にしている

土地があるからここがいいんじゃないかというのが、大きな要因じゃなくて

も、ここが一つの要因になってるわけですね、そこを町長、再度確認をさせ

ていただきたいと思います。町長にお伺いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 ちょっと今答申書を目にしておるところでございますけれども、あくまで

もこれはコンパクトシティ構想といいまして、図書館だけをお願いしたわけ

じゃなくて、長与町全体がどうしたらにぎわいのある、そして皆さんが長与

町の活性化につながっていくかというふうなことのお話をまず差し上げてお
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るわけであります。 

 その中で、この公共施設を一つ張りつけることによって大きな動線になる

んじゃないかと、起爆剤になるんじゃないだろうかというような答申の中で、

じゃあ図書館の建設につきましてはどのあたりがよろしいでしょうかという

話の中でこういった流れになってきております。 

 最初は、もともと図書館をつくるためにこのあれをしたわけじゃなくて、

にぎわいのあるまちづくりをするためにもう一度長与町を見回して、どうい

う形の動線を張っていったらいいのだろうかと、どういうような張りつけが

一番この活性化につながっていくんだろうかと、そういうところから実はこ

の答申がスタートしたわけであります。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 じゃあ、全然この答申は全く関係ないというふうな形でいいんですか、こ

こで出ている２カ所を推薦した答申の、ありますよね、新図書館建設工事を

最終的に２カ所に絞りましたと、この２カ所のメリットはそれぞれこういう

ことですよと、これを全く無視して町長は今のところを決めたというふうな

形でいいんですか。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 いや、そうじゃございません。これはもともと、先ほど言いましたコンパ

クトシティ構想に関するのを長与町総合開発審議会のほうに答申をいたしま

して、どういう形なら長与町がにぎやかになるんだろうかと、先ほど申し上

げましたように、その中で出たのが、じゃあそういった公共施設を一つつく

って動線をつくったらどうだろうかというようなことの中で図書館というの

が非常に浮上してきたというようなことでございます。 

 その中で、じゃあこういった形でここにつくることによって、長与町が非

常に動線的につながりがいいなと、コンパクトシティとしての機能が果たせ

るんじゃないだろうかというような形でこれが行われたわけでございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 明確な回答じゃないんですけど、まあ、ですから、ここのメリットも十分

考慮して建設場所を決めたということですよね。今うなずいたんで、それで

確認させていただきたいと思いますが、そこで、このやはり問題となるのは、

公共用地として町が買い取る予定となっていると、だからスムーズに建設が

進むんじゃないかというふうなことなんですよね、一番のメリットはここな

んですよ。ただ、ここは、いわゆる町が購入を予定してないなら、そもそも

候補地に上がってこなかったんじゃないかなというふうに思うわけです。 

 何を言いたいかといえば、この間、議会でもちょっと少し問題になってま
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す、前町長が組合との用地の購入の要請に対して手紙で文書による、その用

地を購入しましょうという回答をされたということがあると。ここはですよ、

大切な住民の税金を使うには、そうした安易な手紙のやりとりが本当に的確

なのかと、やはり慎重にやらなければならないんじゃないかなというふうに

私は思うわけですね。 

 ですから、この開発組合と交わした、いわゆるその手紙というのは、もう

異例な対応であって、やはりこれは到底、通常行政運営の中では認められな

い行為ではないかなというふうに思うんですけども、その辺はどう考えてい

らっしゃいますか。 

議  長 （山口経正議員） 

 副町長。 

副 町 長 （鈴木典秀君） 

 その事前にといいますか、区画整理事業を始めるに当たって、区画整理事

業というのは全体の事業費が幾らになって、地権者から減歩を幾ら取って、

保留地はこれぐらいの単価でということでの資金計画等々の中で、公益系の

用地の中で将来的に町の役場のすぐ近くであり、本町の中心地でもある地域

に公共施設をという話が当時もしかしたらあったのかもしれませんが、そう

いう中で、そこでそういうふうな回答を出されてたということで、当時の状

況を私はちょっと把握しておりませんので、そこについては何とも言えませ

んけども、そういうふうな組合との協議の中で決まったことなのではないか、

独断で云々じゃなくて、内部でも幾らか話があってたんじゃないかなという

ことで思っておりますので、今おっしゃられたようなことではないんじゃな

いかと思っております。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 いや、冒頭言いましたように、当然税金をそこに投入すると、用地を買う

にしてもですね。それというのは、住民の皆さん、生活が豊かで税金をどん

どん納めてでない方もたくさんいらっしゃるわけですよね。そうした血税を

注ぎ込むというのは、やはり慎重な対応が、幾らそりゃあ建設土地を開発す

るに当たって資金計画の云々かんぬんがあったにしても、お金をつぎ込むと

いうのは相当の対応が求められるわけですよ。そういう意味では、今ここに

ありますように、メリットである町が買い取る予定をしていますという前提

があるからここに決定をしたわけであって、これがなければ、ここが候補地

に上がってこなかったんじゃないかと。 

 ですから、到底そこのそういう手紙でここに土地を買いますよという行為

が、これが果たして行政のルール上、こういう形でやっていっていいんです

かね、ちょっとそこだけを確認させていただきたいと思います。それはどう

ですか、答弁できますか。 

議  長 （山口経正議員） 

 総務部理事。 
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総務部理事 （宮崎 望君） 

 今、議員さんがおっしゃられているのは、多分平成２３年に組合と町との

ほうとの解答書の分を言われてることだと思っておりますけども、そこの中

で、町の解答書の中で公益性施設の中で面積的に約１万平米っていうことで、

金額もある程度書いてあるんですけども、最終的に面積、単価等については

今後協議するっていう文面になっていたかというふうに理解しております。 

 その中で、町がその分の解答書について事前に買うっていう解答書は議会

のほうにも債務負担行為等々の議決も必要じゃないかっていうようなお話も

聞いておるわけですけども、例えば最終的な面積、金額等々はまだ決定して

おりません。その決まった時点で、契約を交わす前には当然議会のほうにも

債務負担行為等の議案を提案をさせていただいて、その後に町のほうが買う

っていう段取りが一番正当な部分じゃないかというふうに我々としては考え

ておるということでございます。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 ですから、そういう事前に文書で土地を買いましょうという行為そのもの

がルール上、認められているのかどうかというところをお伺いしたんですけ

ど、なかなか答弁が出てこない。 

 そこで、何を言いたいかといいますと、私は先日も全員協議会の中で、今

後ごみ処理場の関係で地域の自治会の方と覚書を交わしたという文書が出ま

した。私はこの住民との皆さんと約束をそういう文書で起こす場合、こうし

た、先ほど言いました処理場だとか道路をつくったときに、今後住民の皆さ

んに多大なやはり騒音だとかにおいだとか、そういうことで迷惑をかけるお

それがあると、住民の皆さんがそういう懸念をされたというときに、初めて、

いや、そういう場合は行政はきちっと対応していきますよというふうな覚書

とかそういう約束事ができると思うんですよ。こうしたお金がかかるような

行為を事前に約束すると、これは、それこそ議会が不要になってしまいます、

議会の存在意義がなくなってしまいます。もう既に約束したことだから、こ

れはこういうふうにしなければならないという足かせになってしまいます。 

 そういう意味では、今度の行為はそういう足かせになってる。事実、この

コンパクトシティの中でもメリットでも、土地の購入が予定となってると、

だから建設がスムーズに進むんですよということで、町長は、ここが大きな

要因じゃないけども、決めた理由の一つにもなっているということですから、

これはやっぱりおかしいんじゃないですか、今回のこの決定については。も

ともとの行為自体が、行政の運営上、ルール上、おかしい行為から始まって、

この建設の決定ちゅうのがやっぱりちょっと私は疑問が残るんですけども、

その辺どうお考えですか。 

議  長 （山口経正議員） 

 副町長。 

副 町 長 （鈴木典秀君） 
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 例えば道路をつくろうとする場合に、道路用地の交渉に入ります。ある程

度、もしかしたらその段階で売ってくれるか売ってくれないのか、その段階

でどれくらいだったら売ってもいいよとかいう話まで行くかと思います。そ

ういうふうなことまで制限はされてないんじゃないかなという思いもありま

す。 

 ですから、事前にまず売っていただけるかどうか確認をする必要がありま

す、予算等々もつけてない場合もあるかもしれません。しかしながら、そう

いうふうな事前のことが全て制限されてるというふうな理解では、私はおり

ません。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 今の、例えばですよ、それはこちら側から要請することであって、今度は、

今回のは組合のほうからどうですかと要請されて、そういう約束事をすると

いうのはね。しかも、相当額のお金がかかるということは、私は行動として

物すごく慎重にやらなければならない行為だったというふうに思うんですよ。

どうですか、町長、そう思いませんか。 

 町長ね、例えば、前町長がいろんなことをそういう約束をしてたら町政運

営できないでしょう、そういうことも足かせになってですよ。だから、そう

いう行為がされてること自体にやっぱり不思議に思わないですかね。どうで

すか、町長。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 前町長さんがどういうふうな形で思っておられたのかは、それは私は思い

ばかるところでございますけれども、いずれにいたしましても、組合施行で

はありますけども、あそこの大きな町ができるというところの中で、町のに

ぎわい、活性化をさせるためにどうしたらいいだろうかというのは当然町と

しては考えるでしょうし、その中で、その一画は町としては求めて、例えば、

その当時であれば何であったかわかりません、そういう思いの中でそういっ

た話が出たんだろうとは私は思います。 

 ただ、私自身が思うには、今、長与町というのは図書館を欲しいというの

は、これはずっと前から出てた話でありまして、私も町長にさせていただけ

れば図書館をぜひ建設したいという思いでおりました。そういう中で、あそ

この土地というのも一つの候補として上がってきてるという中で皆さん方に

諮っていただいたというわけでございます。そして、そこから先は、先ほど

から申し上げましたように、町のにぎわいとしては、あそこに図書館があっ

たら非常にいい動線ができていいような形になるんじゃないだろうかという

皆さん方の御判断もいただいたものですから、私はそこに決定をしたという

ことでございます。 

議  長 （山口経正議員） 
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 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 私は図書館をつくるなとは一言も言ってないんですよね、図書館建設はぜ

ひ進めていただきたいんですが、場所の決定と、やはり疑問を残すことがた

くさんあるんじゃないかと。何度も言いますが、そういう土地を購入の約束

事がなければ、あそこの用地は上がってこなかったかもしれません。そうい

う意味では、ここの建設用地がなかった、違ったところに建てるという予想

ができたかもしれません。でも、ここにあるように、いわゆる買い取る予定

があるんだと、土地が求められて広い土地があるからあそこにというふうに、

そこがどうも私はその足かせになってるというふうに。 

 もともとあそこが全く違う形で使われるなら、あそこに建てることは不可

能ですからね。ただ、そこの行為を皆さんが全然まともな行為と捉えている

こと自体が、ちょっと私は不思議でならないんですよ。こういうことがあっ

ちでもこっちでもされたらどうですか、先ほど言うように、行政運営できな

くなるんじゃないですか、いろんなところで町長の判断でいろんな約束事を

してしまえば。その行為そのものがやはり違法だというふうに思うんですけ

ども、違法じゃないですかね。違法か違法じゃないか、やっぱりルール上ち

ょっと間違ってるというふうに言ったほうがいいですかね、どうですか、そ

こら辺の回答は出てきませんか。間違ってないなら間違ってないでいいです。 

議  長 （山口経正議員） 

 しばらく休憩します。 

（休憩１４時５３分～１４時５４分） 

議  長 （山口経正議員） 

〔テープ中断〕 

 副町長。 

副 町 長 （鈴木典秀君） 

 違法かどうかというとこまで、そこまではちょっとまだ資料等持ってませ

んのですけども、そういうふうな事前に、先ほど言いましたように、協議す

るということについてはそこまで縛られるものではないし、また当然、向こ

うから言ったからこっちから言ったかの違いはありますけども、そこの交渉

の中でそういうふうな方向で双方の合意が得られる、その後に用地買収契約

の金額等々決まったら当然予算として上げますので、議会の議決をもらわな

ければ購入もできないというふうなことになりますので、そこの、法的にち

ょっとそこまでは熟知しておりませんのでわかりませんけども、そこまでは、

違法とまでは私はいかないんじゃないかなと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 違法とまではいかないけども、やっぱりルール上そういうことがされれば

困ることがたくさんあるんじゃないですか、どうですか、その辺は。まあ、

法律で違法かどうかという部分は私もわかりません。でも、通常こういうこ
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とがされていくと、先ほど言うように、議会の決め事って何もなくなります

よね。既に決まっていることだから、こうしてくださいというふうな形にな

ってしまいますよ。どうですか、その辺は。行政運営としてこういうことが

あっちでもこっちでもされるとなると、ルール上、困るということではない

ですか、いかがですか。 

議  長 （山口経正議員） 

 副町長。 

副 町 長 （鈴木典秀君） 

 全く困らないということも言えませんし、困るということも言えないかと

思います。 

 ただ、相手方がおられて交渉する過程の中においてはいろいろ協議事項が

出てきます。そういう中で、できる範囲で相手方との合意が必要な場合には、

そういうふうなこともあり得るかもしれません。ルール上どうかと言われて

も、ちょっとケース・バイ・ケースでいろいろあるんじゃなかろうかと思い

ます。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 私は、幾ら開発組合とはいえ、そこはやはり利益を求めていく団体なんで

すよね。 

 先ほど、副町長は、例え例を挙げて、住民の方に土地を譲ってほしい、道

路をつくるからという部分というんは町の政策としてやっていく。利益の一

団体に対して、やはり税金を投入することは、先ほどから言いましたように、

相当慎重にやらなければならないわけです。だから、やっぱりそこは、私は

そういう行為そのものが間違ってたというふうに思いますし、これは、これ

言うても町長、答弁いただけないかもしれませんけども、その前提の行為は、

先ほど、副町長は余り言いませんでしたけども、困るとも困らないとも、そ

ういう言葉は濁しましたけども、こういうことがされていくと、何度も言い

ますように、議会の必要性がなくなるわけですから、私はこの図書館の建設

の用地の決定というのは、これはこういう行為があっての用地の決定ですか

ら、一旦白紙に戻すべきだというふうに思うんですけども、町長の考えをお

伺いしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 これだけの大きな開発でございます。大きな町ができるということ、そし

てちょうど長与町役場の前、ちょうど中心部にできるということの中で、い

ろんな形でその町をつくるための支援というのもありますでしょうし、そう

いう観点からもありますでしょうし、そしてまた長与町にそういった情報の

発信地、そういったものをどうつくっていくかということの中に、そういう

形でのマッチングというのもあろうかと思います。 
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 今、河野議員がおっしゃっていることと少し的が外れてるかもしれません

けども、そういった状況の中で、一定そういった話がなされたんじゃないだ

ろうかというふうには思います。 

 ただ、このコンパクトシティ構想推進委員会の皆さん方に出してもらった

中に５つあるわけでありますけども、その中には、やっぱりその中の中でこ

の２つだけが候補に挙がったということではございますので、皆さん方、魅

力のあるところであると、図書館としても非常に魅力のあるところであると

いう御判断をいただいたものと私は思っております。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 もう白紙に戻すことはないということの答弁なのかと受けとめたいという

ふうに思います。図書館建設はこれから進んでいく形ですけども、やはり住

民の皆さんは何を望んでいるかというと、ある方から聞いたんですが、多良

見の図書館がいい、森山の図書館がいい、武雄の図書館がいいという声を聞

きます。でも、行きたい人はそこに自由に行けるんだと。やはり簡単に行け

る場所で、ゆっくり本が読めるところが欲しいということなんですよね。 

 そういう図書館が、やはりこうした疑問を残しながら建設されるちゅうの

は、私はどうかなというふうに思いますんで、これはぜひとも今後もちょっ

と建設用地については検討していただきたいということを要望しておきたい

と思います。 

 時間も限られてますんで、次の質問に入りたいと思います。 

 渋滞の解消の問題ですが、それぞれなかなか解消の打開策が具体的に聞け

ませんでした。じゃあ、どのような協議をされていこうとしているのか、そ

こだけでもお伺いしてみたいと思いますんで、あればお答えしていただきた

いと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 都市整備課長。 

都市整備 （松邨清茂君） 

課  長  今の御質問にお答えをいたします。 

 先ほど、町長の答弁にありましたとおり、第４点目のところで、現在、長

崎県交通渋滞対策協議会っていうのがございまして、そこの構成としまして

は国土交通省九州地方整備局、国土交通省九州運輸局、長崎県、長崎県警察

本部、長崎市、佐世保市、西日本高速道路、長崎県バス協会、こういったと

ころの中で、先ほど言いました２０６号線を含めたところの渋滞箇所、長与

でいえば三彩橋交差点、それと、ちょっと待ってくださいね、済みません、

榎の鼻が入っています。先ほど、議員さんの御指摘の交差点の箇所について

は、どうしても片一方がＪＲがあって、片一方はちょっと崖地になっておっ

て、そういった理由で、現在のところ拡幅がもう難しいと思います。 

 ４点目のところでお話をしましたとおり、仮称ではありますけれども、小

島田・北陽台高校線、まだこれのほうは時津のほうの区画整理が進まないと、
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これは現実味は帯びてきません。それともう一つ、長与・時津・長崎線って

いう計画も、これマスタープランに乗っかっています。ただし、これは広域

でないと、ちょっと道路の計画が難しいんで、長崎県の事業として何とかで

きないかという形で、これを何とか実現できないかというところがあります。 

 しかしながら、どうしても長与町は国道２０６号にタッチして通勤という

形になりますんで、この２０６号の渋滞解消がないと、幾ら新しい新設の道

路をつくっても、分散という形にはなるんですが、そこのところでまた渋滞

をするっていうところは否めないかなというふうに認識しております。以上

です。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 町内、こうした渋滞箇所を少し見てみますと、一定の時間帯が想定される

ですよね。 

 例えば、この榎の鼻交差点でいえば、長与駅方面から来るときには週末の

夕方が駅のほうまでずっと混んでいくと。ほかのところは通勤ラッシュもあ

りますけども、いわゆるこの時間帯、これは僕も想像つかないんですが、な

ぜその時間帯が混むのかよくわからない。ちょうど帰り時間だとか、どっか

出かけた帰りの、ちょうどそれで偶然的に込み合っていくのかなというふう

に思うんですが、全国的に見ると、信号のサイクルを変えて渋滞を解消する

ようなところも、ちょっとどこでしたか、そういう部分もあるというふうに

言われましたけども、これもそういう渋滞、時間帯で、週末のこの時間帯に

渋滞するという箇所は、そういう調査をされて検討されていくというような

形がなされてらっしゃるのか、その辺をお伺いしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 地域政策課長。 

地域政策 （大津鉄治君） 

課  長  ただいまの御質問でございます。 

 現在の、先ほど言っておられる交差点等につきましては、県警本部のほう

で交通管制エリアということで、コンピューターによる交通量等の情報によ

り秒単位で信号を調整をしているという状況でございます。 

 先ほどの次の御質問の、じゃあ実際の時間帯とか、そういう調査はしてい

るのかということにつきましては、県警並びに時津警察署、そういう時間帯

の渋滞時間、あるいは形状等は既に把握をされておられると思います。そう

いう中で、微妙な秒単位の調整ですので、中で調整を図っておられるという

状況でございます。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 確認させていただきたいんですけど、それは、いわゆる渋滞状況を見て変

わっていくものなのか、いわゆる時間帯で、平日の時間帯だとか週末の時間
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帯で変わるというふうに定期的に変わるものなのか、随時変えられることが

可能なのか、そういうところをまず少し詳しく教えていただければと思うん

ですけども。 

議  長 （山口経正議員） 

 地域政策課長。 

地域政策 （大津鉄治君） 

課  長  その時間時間、その都度変えれるのかということでございますけれども、

先ほど申した交差点については、そういった秒単位での監視をされてると。

あるいは、その沿線上、例えば三彩と、あそこは何と申しましょうか、長与

交番の長与中央線がございます。あやめ幼稚園のほうに親和銀行長与支店の

ほうに参ります、あの沿線の押しボタン式信号とか、そういったものについ

ては時間によって連動をしていると。夜は連動なしに押しボタン、朝６時な

ら６時から、例えば８時までは連動をしているというふうなことをお聞きを

しております。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 道路の渋滞解消ですけど、新設道路が幾つか解消のために予定をされてる

ということですが、現場の状況を考えるとなかなかすぐできる状況ではない

ですよね。渋滞解消にはそれぞれいろんな施策が取り組まれているようです

んで、ぜひその辺は全体的、全町的な形で検討していただきたいと思います。 

 先ほど言いましたように、信号のサイクルを変えるだとか、やはり効果的

なのは、車移動を制限すると言ったらおかしいですけども、車移動がしなく

てもいいような環境をつくると。コミュニティーバスの運行だとか、そうい

う形でやられてる状況もありますので、渋滞状況を見ていると、非常に皆さ

ん、何とか急ごうというふうな形で車を運転されている状況も見受けられま

すので、非常に危険だなというふうに思いますし、やはりいまだに通勤時の

子供たちが、通学している子供たちに車が突っ込んでいってというふうな事

故がありますんで、これは何とか早急に対策をとれるような形で、ぜひ多方

面の協力も得ながらお願いしたいというふうに思います。 

 では、最後に自治会加入の推進について伺いますが、少し時間もありませ

んけども、一つは前年度からの自治会加入の状況がどうなっているか少し教

えていただければと思います。加入率の平均加入率と加入世帯数の前年度と、

今年度も自治会の会長会の中で自治会加入率のことも少し話されたみたいな

んで教えていただきたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 地域政策課長。 

地域政策 （大津鉄治君） 

課  長  現状におきます自治会加入率につきましては、これは申しわけありません、

加入率しか今ちょっと手元にございませんが、本年の４月１日現在におけま

す本町の加入率が７３.３％でございます。それから、昨年の同じ時期につ
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きましては７４.２％、平成２４年４月１日におきましては７５.４％でござ

います。 

 それから、世帯数でございます。本年の４月１日現在の加入世帯数が１万

２,１０９世帯、住基世帯が１万６,５１１世帯、昨年、２５年４月１日現在

におきまして加入世帯が１万２,１７３世帯、住基世帯が１万６,３９７世帯

でございます。２４年４月１日については、申しわけございません、資料を

持ってきておりません。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 それで、１つは、自治会加入促進の対策でいろいろなことを対策をされて

いる状況ですが、実質効果がどれくらいあったか検証はされてますでしょう

か、お願いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 地域政策課長。 

地域政策 （大津鉄治君） 

課  長  これは平成２４年度から加入促進調査研究会というのを再開をさせていた

だいております。研究会を開催する前に、まず自治会長さんに対してアンケ

ート調査をさせていただいております。その中で、未加入の理由はどうなの

かとか、あるいは自治会加入促進のために必要な施策についてはどういうも

のがあるかという御意見をいただきました。そういった中で一番多かったの

が、役場からの転入者の情報を欲しいと、あるいはそういう戸別訪問等も未

加入者に対しての訪問を行うとか、それのための加入案内チラシとか、そう

いったものという御意見をいただいた。それに基づいて加入促進の研究会を

開催をいたしまして、その中で町の取り組み、あるいは自治会の取り組み、

そういったものを取りまとめまして、実際に、今、先ほど申したような対策

を打ってまいりました。 

 それで、昨年の３月からは町の転入情報と申しますか、転入された方々の

移動情報を、同意をいただいて加入申し込みについて環境対策課のほうで窓

口で説明と、そういった手続をしていただいたということでございます。 

 それから、そういう中で、昨年もずっとそういうふうな加入案内チラシの

新聞折り込みとか啓発グッズ、横断幕、そういったものももろもろ行ってま

いりまして、昨年の１２月には各自治会に調査にまたお手数をかけたんです

けれども、自治会における広報、そういったものの取り組み状況についての

調査をさせていただきました。それで、その結果については自治会長さんに

結果を報告をさせていただいたと。１７の自治会で自治会だよりとかそうい

ったものを発行されてると、それから３月には、じゃあ自治会において加入

対策のために取り組まれていることがありますかというふうな、またそうい

ったアンケートもさせていただいたと。そういう中で、４４の自治会から回

答をいただきまして、約５２％の自治会のほうで取り組んでいただいたと。

そういう中で、加入の取り組みのうちにどういうツールが有効かというふう
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な案件も出させていただいて、そういうアンケート調査の結果を現在まとめ

たところでございます。これについても各自治会のほうにもお戻しをして、

あるいは今後の調査研究会を今年度また開催の予定でございますので、それ

によって改善等を含めて協議をさせていただきたいというふうに思っており

ます。済みません、長くなりました。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 丁寧に答えていただきまして時間が少し足らなくなりそうなんで、一つこ

れは口頭で言いますけど、町営住宅の加入の働きかけですが、これはこれま

でなかなか加入を強制することはできない、これ強制することはできないと

思いますけども、ほかの自治体を見ますと、加入申請書と同時に入居申請書

を渡すと、入居の申し込みの注意事項に自治会加入を要請する、うたうとい

うふうなことがされてます。長与町の入居申請書にはそれがないみたいなん

で、これはぜひこういう形をとっていただければなというふうに思います。 

 もう一つ、ここは言いたかったんですけど、ある自治会では、子供が生ま

れたときに、いわゆる祝い金を渡していると。たしか自治会では亡くなった

ときに葬祭費じゃないんですけども、香典は出しますけども、いわゆる子供

が生まれるというのは行政じゃないとわからないと、こういう部分をやっぱ

り知らせてほしいと。 

 それはなぜかというと、やっぱり自治会加入を促進したいという思いから

だというふうに言われたんですよね。これ、ぜひこういう形で自治会が努力

していますから、取り組んでいただきたいなというふうに思うんですけども、

そこの回答だけいただければというふうに思います。町営はいいです、その

子供が生まれたときの分です。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  その情報につきましては、転入、転出、そういう情報と同じですので、ま

た個人情報の審議会のほうにお諮りしなきゃいけないと思うんですけども、

今のところはその情報もどうかなという考えでおります。 

議  長 （山口経正議員） 

 場内の時計で１５時３０分まで休憩します。 

（休憩１５時１６分～１５時３０分） 

議  長 （山口経正議員） 

 休憩前に引き続き、会議を再開し、一般質問を行います。 

 通告順１０、堤 理志議員の①生活環境の整備に関する諸問題について、

②商店リニューアルへの助成制度創設についての質問を同時に許します。 

 １６番、堤 理志議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 本日最後の一般質問になります。どうぞよろしくお願いいたします。 
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 まず１点目、生活環境の整備に関する諸問題について質問をいたします。 

 その１点目、街路樹についてです。 

 長与町を来訪する方々から、長与川沿いには桜や花が植えられ、街並みが

きれいとの評価をいただきます。街路の緑化、植栽は町を華やかにし、人々

に安らぎの効果をもたらします。 

 ことし４月、神奈川県川崎市の街路樹のケヤキの枝が落下し、たまたま下

を通りかかった女児が重傷を負ったとの報道がありました。この枝は長さが

約９メーター、重さ約２０キロあったとのことで、死亡事故にもつながりか

ねない重大な案件です。 

 近年、高度経済成長期に建造された建物の老朽化対策が課題となっていま

すが、街路の植樹等も一定年数を経た植樹は根腐れや枝枯れの状況把握に十

分留意する必要があります。町内には相当数の街路樹が植栽されていますが、

どのような管理や安全対策がなされているのか、また、今後の課題点を質問

をいたします。 

 次に、認知症等の対策についてです。 

 まなび野、緑ヶ丘団地など、新興住宅団地では若い世代の定着が進み、長

与町は比較的人口構成が若い町であると言えます。一方、以前からの団地部

では高齢化が進んでいるのも事実であります。若い人もいずれ高齢者になる

ことから、若年層にとって町の高齢者対策や高齢者福祉が丁寧になされてい

るかどうかは、本町に定住するかどうかの判断材料になるものと思います。 

 高齢化で避けて通れないのが認知症です。最近、特に認知症に起因する徘

回や交通事故、行方不明が社会問題となっています。この傾向は今後も増加

していくものと推測し、以下質問をいたします。 

 現在、高齢化が顕著な自治会はどこですか。 

 そこの高齢化率はどのようになっていますか。 

 認知症の家族からの相談や情報提供の仕組みは十分ですか。 

 徘回が確認された場合の保護や身元確認などの体制はどうなっていますか。 

 次に、商店リニューアルへの助成制度創設について質問をいたします。 

 長与町は２４年度と２５年度、県内の町では初めて住宅リフォーム助成に

取り組みました。地域住民の増改築に係る発注を町内事業者に発注するとい

う地域循環型の活性化対策は、町が投下した助成金の１４倍から１５倍の工

事費が町内事業者に循環し、経済効果をもたらしました。大規模工場の拠点

などがない地方の小都市の経済活性化には、内需主導型の経済対策が有効だ

からだと思います。しかし、自営業、小規模商店の経営は大手量販店の進出

等で苦戦を強いられ、商工業の活性化は十分とは言えない状況にあります。 

 こうした中、群馬県高崎市では、まちなか商店リニューアル助成事業を開

始しました。一言でいいますと、商店版のリフォーム助成制度です。高崎市

の富岡市長によりますと、町を活性化する、閉じているシャッターをあけさ

せ商店街を魅力的にする、この２つを実現するために考えた助成制度だとい

います。市はアンケート調査や職員による聞き取り調査を行い同制度を実施

しましたが、すぐに予算限度額に到達するという好調ぶりで、高崎市で飲食
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店を経営しているＳさんはこの制度を申し込み、壁紙、天井、フローリング、

トイレなどを改装し、常連客も店が明るくなったと喜んでいるとのことです。

全国的にも先駆的な取り組みではありますが、本町が実施した住宅リフォー

ム助成制度の経験から見ても町のリスクも少なく、商工業の活性化の可能性

は極めて高いと考えます。 

 そこで、本町でもリフォーム助成を店舗にも拡大し、実施することが商工

業の活性化に資すると考えますが、これを実施する考えがないのかを質問を

いたします。以上よろしくお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 それでは、きょう最後の質問者であります堤議員の質問にお答えをさせて

いただきたいと思います。 

 １番目、１点目の街路樹についてでございます。 

 毎年、町内の街路樹の剪定を夏、冬２回ほど行っており、その都度安全対

策として樹木の根腐れや枯れ枝等の確認も行っております。 

 今年度は、街路樹枝の落下事故報道があり、町といたしましても街路樹の

安全性確認のため、打音による調査点検を行ったところでございます。 

 結果といたしましては、数十本が支障ありとの報告を受けておりますが、

早急の対策をしなければならないようなものはございませんでした。しかし

ながら、安全性から見て支障があるものにつきましては、専門家により再度

点検、調査を行っており、その報告を受け対処してまいりたいと考えており

ます。 

 町内には多数の街路樹があり、年々大きくなってまいります。剪定を含む

維持管理の対応策をどのようにするか、特に落葉樹につきましてはさまざま

な考え方があるとは思いますが、紅葉前にある程度の剪定をするとか、落葉

後に対応するのか、現時点での課題として認識をしておるところでございま

す。 

 続きまして、認知症の対応について、２点目、イ及びロの質問についてお

答えをさせていただきます。 

 現在、高齢化が顕著な自治会と当該自治会の高齢化率についてでございま

すが、平成２５年度末で町内で一番高齢化率高い自治会はニュータウン西自

治会となっており、高齢化率は３８.２５％となっております。 

 次に、２点目のハの御質問でございますけれども、認知症の家族からの相

談や情報提供の仕組みについてでございますが、介護保険課窓口では介護支

援専門員の資格を有する相談員を常時配置し、包括支援センターとともに認

知症だけではなく、高齢者の方々のさまざまな相談に対応できる体制をとっ

ているところでございます。また、その窓口につきましては、役場のホーム

ページのほか広報ながよ、老人クラブや各高齢者の方を対象にした講座等で

もお知らせをしているところでございます。 

 次に、２点目、ニの御質問にお答えをいたします。 
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 徘回が確認された場合の保護や身元確認などの体制についてでございます

が、徘回された方が保護された場合は、まず保護したところ、例えば警察な

どから問い合わせが役場にあった場合は介護保険課で受け、状況にもよりま

すけれども、身元の確認や家族との連絡を図るなどの体制を取っているとこ

ろでございます。 

 ②の商店リニューアルへの助成制度創設についてでございますけれども、

住宅リフォーム助成事業につきましては、地域経済の活性化や居住環境の向

上を目的として行い、事業費ベースでも相当額に上るなど、一定の刺激策に

なったものと思っております。 

 現在、町内事業者に対する支援策としまして、小規模企業信興資金などの

低金利による融資制度、プレミアム商品券の発行支援、地元商品券を活用し

た住宅用ＬＥＤ電球等導入費補助制度の実施、また、公共事業における地元

業者指名への配慮、小規模修繕等契約希望者登録者制度等を行っているとこ

ろでございます。 

 御案内の商店リニューアル助成事業につきましては、いわゆる住宅リフォ

ーム体制事業の店舗版というイメージを持って伺っております。商工業の活

性化のための地元商工業者に対する支援の必要性は十分認識しておりますの

で、具体的な支援策につきましては、この事業を含め他市町の事例も参考に、

関係機関と協議しながら調査研究をしてまいりたいと考えております。以上

でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 それでは、街路樹の問題から再質問させていただきます。 

 まず、この街路樹の法的な位置づけについて確認をさせていただきたいと

思います。 

 まず、道路法の第２条で道路の定義というものがなされていますけれども、

この中で当該道路に附属して設けられているものを含むというふうにありま

す。そして、さらにその附属物の中に道路の並木というものも含まれており

まして、街路樹も道路の附属物であり、道路の一部として法的に位置づけら

れているというふうに、いろいろ調べてみますとそのようになっているとい

うふうに理解をします。 

 したがいまして、この町道の管理者である町は、例えば町道の樹木であれ

ば、その管理は樹木の管理も含めて町が管理責任があるというふうな形にな

るのか、この道路並びに街路樹の管理責任ですね、法的な形ではそのように

なるんではないかというふうに私も調べましたけれども、まずこの点では間

違いがないものかどうか、この点をお伺いしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 管理課長。 

管理課長 （森 浩平君） 

 街路樹が今あるところは歩道にありますので、管理上は町の管理下と思っ
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ております。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 それはそういうことだということですので、今度は逆に考えれば、県道で

ありますと県が管理責任があって、国道ですと国の管理責任になろうかとい

うふうに思いますけれども、そこで、当然国道、県道も町内にあるわけです

けれども、今、長与町の管理っていいますか、点検というのは夏、冬に大体

行っているということでありますけれども、これは国道、県道についてはど

ういうふうになっているかというのは現状わかるものが、同じようにやっぱ

り年２回やってるのかどうか、このあたりは把握されていますか。 

議  長 （山口経正議員） 

 管理課長。 

管理課長 （森 浩平君） 

 国道、県道に関しましては、長崎振興局のほうで管理をしていることと思

います。船津橋から先が国道になって、そこの街路樹に関しても年２回ほど

剪定をしていると思われます。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 それで、実はそういう、ことしの４月に神奈川県で、先ほど言いましたよ

うに女の子が重傷を負ったという事件があった後に、長崎新聞でも地元長崎

でどういうことになってるのかという記事が４月の１７日付の長崎新聞に掲

載がなされておりました。これによりますと、県や国交省、各市町に聞き取

り調査をしたところ、街路樹は多くの自治体で１年に１回剪定、定期的にパ

トロールをして枝枯れがないかなどを点検している。ただ、ある市の担当者

は、何千本もある樹木を１本１本確実に安全確認するのは難しいと漏らすと

いうふうな、こういう記事が掲載がなされてありました。 

 そこで、先ほど長与町は夏と冬にやっているということでありましたけれ

ども、実際、長与町の管理する、例えば街路樹ですね、これが大体どのくら

いあって、それをどういう体制でやってるのか。要するに、きちんと管理チ

ェックが網羅が本当にできているのかどうか、このあたりは確実なところで

きているのかどうか、このあたりはいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 管理課長。 

管理課長 （森 浩平君） 

 神奈川の事故以来、町のほうも調査ということで、今月の４月の２１から

２３日にかけて、木づちによる打音の自己点検調査を行っております。総数

的には１,６７７本、路線的に１３路線の５地区を行いました。そのうち６

２本ほどの支障な木がございました。これまた専門家にお願いして、その調

査をしていただいております。以上です。 
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議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 私も再質問の中で、この検査というのが実際に目視の検査なのか、それと

も打音検査なのかというのを聞こうかと思いましたが、冒頭、これは打音で

検査をしたということでありますけれども、恐らくコンクリート等の検査と

一緒で、たたいて空洞かどうかというような検査かなと思うんですが、これ

が、きちっと専門家といいますか、一定きちっとそのあたりはできる方がさ

れているのか、例えば素人がやったということならちょっと不安であります

けれども、このあたりをきちんと、この音なら安全だとか、これは危ないと

いうようなことをきちっとわかってる方がやったのかどうか、このあたりま

でちょっとお伺いをしておきたいと思いますが。 

議  長 （山口経正議員） 

 管理課長。 

管理課長 （森 浩平君） 

 まず最初に、うちの作業員さん、３名ほどいらっしゃいますが、その方た

ちにその１,６７７本、木づちによる打音検査をいたしております。そのう

ち、ちょっとおかしいなというのが６２本ありましたので、植木屋さん、専

門家の方にその６２本は再点検をしていただいております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 真剣にされているなというふうに思います。 

 それで、ちょっと次にお伺いしたいのは、今回の川崎市の被害の状況を見

ますと、小学生の女の子だったということで、やはり保護者の目から見たら、

じゃあ自分のとこの子供の通学路は大丈夫なのかというふうな心配も、当然

のことながらあろうかと思うんですけれども、この通学路がどうかというこ

とになりますと、この教育委員会も若干関連がしてくるんではないかと思う

んですけれども、教育委員会に聞くのがいいのかどうかですけれども、教育

委員会としては、ちなみにこの通学路のそういった状況を把握なりっていう

のはされているのか、それとも建設所管に委託しているのか、このあたりい

かがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育委員会理事。 

教育委員会 （永冨雅德君） 

理  事  通学路について街路樹のみに絞ってということはございませんが、各学校

では登下校の指導ということで、特に４月につきましては安全教室も含め、

職員が各地区を担当しておりますので、そこについていって、街路樹も含め

て通学路では危険な場所はないか、そしてそこでは、ここは危険だからと現

地指導をしながら指導を行ったところでございます。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 
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 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 ぜひ、学校の先生方もそういうチェックもされるでしょうし、また６月ぐ

らいにはよく子供会とか地域の人と一緒に巡回もされると思いますが、今年

度に間に合うかどうかは別としましても、こういう事件が今度出てきている

という中では、通学路の街路樹にも目を向けていく、今までは恐らくガード

パイプとか側溝に落ちないかとか、そういったところが主だったろうかと思

うんですけれども、やはり街路樹のほうにも今後目を向けていただくという

ことが必要ではないかというふうに思います。 

 それから、今回、私もこの街路樹の安全検査についていろいろと調べてい

る中で、いろんな樹木がありますけれども、その中でも特に木の種類をいい

ますと、ケヤキであるとかクスノキ、エノキ、こういった樹木、ほかにもい

ろいろあろうかとは思いますけれども、特にこういった木は光合成がうまく

いかないような日影の枝をみずから落とす、いわゆる自己剪定というのをや

るそうですね。ですから、そういう樹木の性質にまで配慮した、先ほど専門

家の方も交えてということでもありますから、そのあたりの専門知識がある

方を含めた対策が必要だと思います。特にケヤキにつきましては役場の正面

にもありますし、また中尾城公園の登り口のところもケヤキの並木がありま

すので、今のところは木が若いですのでいいんですが、そういう自分で枝を

落とすというような、そういう木もあるということで、その辺も含めてぜひ

今後、安全の確認というものを、今回こういう悲劇が長与町で起こらないよ

うに十分な対応をお願いしたいというふうに思います。 

 それから、次に、認知症の対応について質問をいたします。 

 高齢化が顕著な自治会はどこですかという質問に対しまして、ニュータウ

ンの西が３８.２５％という回答でありましたけれども、これ１つだけじゃ

なくて、あと恐らくほかにも、例えば今、我々同僚議員の中でも話題になる

のは百合野とか、ほかにも幾つかありますので、ちなみにニュータウン西以

外でやはりピックアップできるような高齢化が進んだ自治会があれば、幾つ

か教えていただきたいというふうに思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 介護保険課長。 

介護保険 （松浦篤美君） 

課  長  ニュータウン西以外でということでございますけども、町内４９自治会が

ございます。その中で３０％を超えている自治会につきまして１４自治会、

町内でございます。 

 特に上げるとすれば、百合野の第一、第二団地、それとニュータウン中央、

そうですね、あと南田川内も３０％を超えてる、特出しているところだと考

えております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 
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 ちなみに、西のほうはわかりましたけれども、百合野の第一、第二、それ

から中央、よければこのあたりぐらいまでどのくらいのパーセンテージにな

っているのか、わかればお知らせいただきたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 介護保険課長。 

介護保険 （松浦篤美君） 

課  長  百合野の第一が３５.９３％です。続きまして、百合野の第二が３７.９

８％です。それと、ニュータウン中央が３６.０９％という形になっており

ます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 実は私が平成２０年の３月議会で、この高齢化の一般質問をさせていただ

きました。このときに当時の水谷部長が、特に顕著な高齢化の状況が見られ

る自治会ということで調べていただいて、その中で言われたのが、平成２０

年の段階で百合野第一が当時は３２.５６％、これが今の話ですと３５.９３

になった。そして、ニュータウンの西が平成２０年で２９.１％だったのが、

今３８％ですか、だから大きくふえてますし、ニュータウン中央も２６％と

言われたのが、今３６％、百合野の第二も平成２０年が２７％だったのが３

７.９８ということで、やはりここを見ますと、この五、六年で大きく高齢

化が進んできたというのが実情じゃないかということが今わかったわけです

けれども、そういう予想以上といいますか、かなりの高齢化の進行状況では

ないかというふうに思います。 

 それで、この次の部分に移りますけれども、認知症の家族からの相談、そ

れから情報提供の仕組みが大丈夫なのかという点では、いろいろ私も調べて

いく中で一つ有効なのは、地域での見守りというのが一つはやっぱり重要に

なってくる。町長も百合野でＩＣＴを活用した見守りというのを取り組んで

いらっしゃいますけれども、一つはそうした地域での見守りというのが重要

になってきますし、それからもう一つは、地域包括支援センターの存在とい

うのが非常に大事ではないかというふうに思いました。 

 そこで、この地域包括支援センターの年間の相談件数というのが現状どの

くらいあっているものなのか、ここをまずお伺いしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 介護保険課長。 

介護保険 （松浦篤美君） 

課  長  地域包括支援センター、今現在、介護保険課の中にございます。介護保険

課の中では、まず相談が参りますと介護保険課の窓口、カウンターで支援専

門員がおりますので、そこで相談を受ける形になっております。その後、も

し重要なこと、重大なことが出てくれば包括につながるという形になってお

ります。 

 そういう意味で、窓口とちょっと重複するところがあるかと思いますけど
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も、相談としては全部で５５１件ございます。そのうち、認知に関する部分

として５５件、２５年度では御相談を受けているところでございます。以上

でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 専門の方が受けているということでありますけれども、この件数自体をど

う見るかという点でちょっと質問をしたいというふうに思いますけれども、

役場のほうで平成２４年の３月に老人福祉計画、第５期の介護保険事業計画

というものがありますね、これは２６年が最終年度になるわけなんですけれ

ども、ここを見ていますと、この中では、これ平成２４年の段階での数字な

んですけれども、包括支援センターにおける相談は、年間延べ１,０００件

を超えているという状況なんですね。ところが今お伺いをしますと５５０件、

ここがちょっと疑問に思うわけですね。 

 ていうのは、高齢化はどんどん今進んでいる中で、相談件数は本来ならこ

れよりもどんどんふえていないといけないのに、それが伴っていないという

のが今あるわけで、そうした点がどういうことなのかなというふうに思いま

す。 

 この方針の中で、先ほどの年間１,０００件を超えている状況の中で、今

後の方針としては専門職を配置して総合的な相談体制の充実を図っていきた

いというふうに書いてあるわけなんですけれども、この計画を策定してから、

もうそろそろ３年が経過しようというふうになってますけれども、経験豊か

な専門職が配置されているというのは、恐らく今言われたような方々が配置

されているのかなというふうには思いますけれども、具体的に充実がこの間

ずっとなされてきたものなのか、最近人事異動で課長さんも新しくなって非

常に聞きにくいんですけれども、そのあたりは改善というのは進んできたも

のなのかどうか、このあたりいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 介護保険課長。 

介護保険 （松浦篤美君） 

課  長  相談員ということですけども、職員は人事異動でずっとかわっていくわけ

なんですけども、窓口の支援専門員、あるいは包括の保健師等についてはか

なり職員みたいに異動があってるわけではございませんので、それなりの経

験と蓄積はできてるというふうに感じております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 先ほどの相談件数の件がどうしてもちょっとひっかかるわけですね。平成

２４年の段階で１,０００件ぐらいの相談があってたものが、高齢化も進ん

でいる現状の中で５５０件ですね、それから認知については５５件程度の相

談ということで、私はそういう状況を見る中で、この地域の包括支援センタ
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ーというものが十分に住民の中に認知されているのかな、余りされてないん

じゃないかということを率直に感じるわけです。 

 この先ほどの介護保険事業計画の中で、実はこの中にもちょっと書いてあ

るんですね。ニーズ調査から地域包括支援センターに相談している割合は１.

８％にとどまります、センターの存在を知らない人も多いと想定されますと

いうことがここに書かれてあります。それについての今後の方針の中で、こ

の地域包括支援センターの機能充実というところで、広く住民に周知を図る

とともにセンター機能が効果的、効率的に実施できるよう支援していきます。

余り認知されていないから、今後もっと住民に周知されるようにやっていき

たいということがこの計画の中では書いてあるにもかかわらず、相談件数は

そんなない、住民に周知されていないんじゃないかというふうに感じるんで

すが、そのあたりはいかが、どのように御認識されている。 

議  長 （山口経正議員） 

 介護保険課長。 

介護保険 （松浦篤美君） 

課  長  一応、５期の計画では相談件数が１,０００件ということでございますけ

ども、実際相談を受けて来られてる方っていうのはケアマネジャーと一緒に

来られて受けてるっていうのも結構ございます。そういう意味で、今回５５

０件程度ということですけども、純然と相談を受けた件数で、その間、介護

保険課の窓口には平成２５年度で全部で５,５００件ぐらい手続がございま

す。その中の相談をちょっとピックアップさせていただいた分でございます。

もちろんその中で認定の相談とかある場合はちょっと今回外してますので、

その分でちょっと差が出てるのかなと。 

 それと、包括支援センターの認知につきましては、さまざまな形でいろい

ろお話をさせていただいて周知を図っているところでございます。特に、今

実施しております支援事業、めだか８５とか、そういう各種の事業に取り組

んでおるところでも、一応包括支援センターのＰＲも図っておりますし、老

人会におきましても老人クラブの会議等でもさまざまな形で周知を図ってい

るところでございます。ただ、これが全てに行き渡っているかといったら、

まだ努力不足のところはあるかとは思います。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 そうですね、数字から見れば、周知は図ってるとおっしゃいますけれども、

実際の現実問題の数字から見れば、実態としては、周知は努力はされてるの

はもちろん認めますけれども、じゃあ本当にそれが住民の方に行き渡ってる

のかというと、この数字から見るとやはり何らかの対策が必要じゃないかと

私は感じるわけです。 

 それで、例えば一例挙げますけれども、この地域包括支援センターって看

板だけ掲げとっても何のことかわからんわけですよね。私もこの長与町のホ

ームページでどのように記載されているのかなということで、ちょっとホー
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ムページのほうを見ました。先ほどホームページ、広報、それから老人クラ

ブ等でもお知らせをしているということでありましたけれども、そのホーム

ページでは、私は結論から言えば、広報のあり方については改善する必要が

あるなというふうに感じました。 

 それは、まず、長与町のホームページのトップのところに５つの大きな項

目がありまして、そういう認知症とか高齢者対策になりますから、当然健康

と福祉のところをクリックしてみたわけです。そこにいろんな障害者云々か

んぬんと並んでますけれども、なかなか見当たらない。で、ずっと下のほう

を下げていくと、その一番下のところに地域包括支援センターっていう項目

があるんですね。で、今度、地域包括支援センターというところをクリック

すると、そこに書いてあるのは地域包括支援センターは地域で暮らす高齢の

皆さんを介護、福祉、健康、医療などさまざまな面から総合的に支えるため

に設けられましたというふうに説明が出てくるんです。地域包括支援センタ

ーという言葉そのものになじんでない住民の方というのはまだまだ数多くい

らっしゃる状況だと思いますが、そういう地域包括センターというも自体の

基本的な知識がない住民の方は、この高齢者の総合的な相談窓口っていうも

のになかなかたどり着けないんじゃないかということを感じます。 

 我々、議会で広報をつくってますけれども、よくそういう専門家の方の指

導を受ける中で、タイトルをつけるときには何がそこに打ってあるかという

のをまずそこにタイトルとしてつけなさいっていうのを言われるんですね。

例えば、長与町の一般会計補正予算というのをタイトルにつけるんじゃなく

て、その中の目玉の何々の事業が可決されたとか、そういうことをタイトル

につけて、そして記事に住民を誘導していくというようなことが言われます。

これは町の広報などでも全く同じことだと思いますけれども、何を言いたい

かといいますと、やはり私はそういう地域包括支援センターというタイトル

をつけてもなかなか町民は必要な情報にたどり着けない、タイトルをつける

んだったら、高齢者の総合的な窓口っていうような、そこをそういう名称の

タイトルにして、そして住民が知りたい情報にたどり着くような、これも重

要なそういう周知のあり方じゃないかというふうに思いますが、このあたり

について改善の検討はできないか、これはいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 介護保険課長。 

介護保険 （松浦篤美君） 

課  長  ホームページ、あるいは広報の形で名称といいますか、親しみやすい、相

談しやすい形に名称をつけていくっていうのは非常に重要なことだとは認識

しております。そこの変更については、ちょっと御検討させていただければ

というふうに思っております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 では、次に参ります。きょうも１２時のＮＨＫのニュースで認知症による
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行方不明者が年間１万人に達しているということが報道がなされておりまし

て、そこで現在、町民の方で現状まだ行方不明だというような方、そういう

事例というのは現在あるものなのか、ここ情報があればお示しをいただきた

いと思いますが。 

議  長 （山口経正議員） 

 介護保険課長。 

介護保険 （松浦篤美君） 

課  長  現在、行方不明の方っていうのは、こちらのほうには報告は受けておりま

せん。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 長与町では幸いなことに、行方不明のままという方はいらっしゃらないと

いうことですね、わかりました。 

 それで、実は私のちょっと知ってる方が町の中心部に住んでいらっしゃる

方で、その御家族が認知症の方がいらっしゃるんですが、夜中にずっと歩い

て、実は長与ニュータウンで保護をされたという話を聞きました。余りその

方に詳しくは聞いていないんですけれども、例えば町内でそういう認知症に

伴う高齢者が徘回したということで警察などに保護をされた場合に、こうい

った方々というのは実際どういうところで保護されているのか、このあたり

はつかんでらっしゃるかどうかですね。 

議  長 （山口経正議員） 

 介護保険課長。 

介護保険 （松浦篤美君） 

課  長  実際その保護をされた場所ということの御質問だと思うんですけども、違

いますか。ちなみに、昨年、２５年度でいきますと、警察などに保護された

方っていうのは２名おられまして、その日のうちに身元が判明し、引き取ら

れたっていうことの数字としては残っております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 私が聞きたかったのは、例えば徘回してるよというような、そういうもの

が警察でしょうね、恐らく警察のほうにそういう連絡が行きますので、それ

が警察署の中で保護をされているのか、それとも役場のどこかの部屋で保護

をされてるのか、ちょっとそのあたりが私もよく知らないもんで、実際保護

というのはどこで基本的にはなされるものかですね。 

議  長 （山口経正議員） 

 介護保険課長。 

介護保険 （松浦篤美君） 

課  長  例えば、徘回などで保護された場合は、一時的には警察に保護されるって

いう形になるかと思います。 
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議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 わかりました。 

 そして、長与町は時津町、そして長崎市と隣接するわけですけれども、長

与町で例えば徘回して保護された方が必ずしも長与町民とは限らない、長崎

市の方かもしれないし、時津の方かもしれない。実際、何カ月前は時津の方

が徘回して、そして長与町内のいろんな施設にこういう方知りませんかとい

う張り紙がなされていた事例もありますけれども、こういう行方不明があっ

た場合の各役場、そして各警察ですね、このあたりのとの情報のやりとりと

いいますか、情報交換というのがなされているのかどうかが１つ。 

 それからもう１点、そういう住民からうちの家族が行方不明になったとい

うようなことがあった場合に、役場にそれを問い合わせたら役場が情報をつ

かんで住民の方にお知らせするというような仕組みはできているものか、こ

のあたりはどういうふうな現状、状態なのか、ここを質問したいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 介護保険課長。 

介護保険 （松浦篤美君） 

課  長  まず、１点目の警察、近隣の市町村との連携ということでございます。 

 この徘回等で保護される形になった場合は、まず一時的に多分警察がメー

ンになるかと思います。警察との連絡等につきましては、役場のほうとも直

接、生活安全課になるかと思いますけども、電話ができる形にしております

し、そこの連携はとれているというふうに思っております。 

 それと、２点目の、家族の方で徘回があって見つからないっていう方のケ

ースの場合は、大体過去の例からいきますと、デイサービスのスタッフ、あ

るいはケアマネジャー、あるいは警察から大体連絡が役場のほうに入るよう

な形になっております。それで、役場のほうに直接家族の方から連絡があっ

た場合は、まず警察のほうに捜索のお願いということで依頼する形になって

いくかと思っております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 きょうのＮＨＫのニュースで、警察のほうで保護された方があるという場

合に、例えば身体的な特徴とかいろんなそういう情報を何か、今後ですけれ

ども、インターネットでしたか、そういった形で情報を提供するような仕組

みをやるというふうな話がきょうニュースでやっておりましたけれども、そ

ういう、インターネットだけに限りませんけれども、何かそういう、もっと

具体的な情報共有というような仕組みというのは今後検討されていくような、

そういう動きというものはまだつかんでないものかどうか、このあたりはい

かがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 
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 介護保険課長。 

介護保険 （松浦篤美君） 

課  長  そういう認知症のネットワークといいますか、そういうことのケースにつ

いてはまだ、済みません、申しわけございませんが、存じ上げておりません。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 それから、例えば郵便の配達の方、そして運送業者とかですね、そういっ

た常に町内、またタクシーの運転手さんもそうですけれども、町内をずっと

巡回していらっしゃる方々に一定の、例えば今後恐らくそういう行方不明者

等々が増加していくっていうことも考える中で、こういった方々に一定のそ

ういう行方不明者情報をお願いして、それらしき人があったときには役場に

連絡をください、あるいは警察に連絡をしてくださいというようなそういう

仕組みというのも検討していくべきではないかと思いますが、このあたりは

どうでしょうか、考えられないものか。 

議  長 （山口経正議員） 

 介護保険課長。 

介護保険 （松浦篤美君） 

課  長  現在、認知症の徘回等に関してのそういう協定みたいな、郵便局、あるい

は事業者との協定というのはやってるところは、見守りはありますけども、

その徘回に関しての協定は今のところないんじゃないかなというふうに思っ

ております。 

 ただ、今後、こういう高齢化社会が進む中でそういう事例も出てくるとは

思いますけども、公開捜査っていう、変な言い方ですけど、公開して捜すっ

ていう段階までどうやってプロセスを進めていくか、そこら辺もいろいろあ

るかと思いますので、そこは今後ちょっと検討させていただければというふ

うには思っております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 認知症の問題については以上で終わりたいと思いますけれども、先ほど言

いましたように、それなりのペースで高齢化が進んでいるというのが前回の

平成２０年の議事録で町のほうがお示しをしていただいた高齢化率と比べて

もはるかにぐっと数年間で進んでいるという状況の中で、今後やはり認知症

対策というのが町の一つの重要な課題になってこようかと思いますので、今

のうちから十分な検討というものを進めていく必要があるということを申し

上げておきたいというふうに思います。 

 次に、商店リニューアルの助成制度の創設についてというところの再質問

をさせていただきたいと思います。 

 答弁の中ではこれまでも、例えば小規模企業の融資とか商品券、ＬＥＤ、

そして指名入札での優遇ですね、等々いろいろやっているということであり
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ました。それに加えて、その店舗の助成については、そのことも含めて今後

研究していくということですので、それは難しいということではなく、今後

可能性としてはあるんだろうというふうに理解して、ぜひこの点についても

前向きに検討していただくものだというふうに考えています。 

 それで、少し補足といいますか、私が調べてきた範囲で説明をさせていた

だきますが、先ほど壇上で言いました、この群馬県の高崎市ではニーズ調査

というものをしっかりと行ったというのが特徴でありました。そのニーズ調

査を行う中で店舗の老朽化している現状というものもつかむことができたし、

また、それをリニューアルするための課題として資金難が一つ、そして後継

者不足、こういうニーズ調査をしっかり行う中で何が課題かっていうものを

しっかりとつかむことができたということがありますが、当然町としてもい

ろんな聞き取り等々はやっていると思いますが、今後に向けて、今既存の商

店街、あるいは商店街でなくても長与町内で商売を営んでいらっしゃる方々

が活性化させていく、商売を成り立たせていくためにはどういったことが課

題であり必要なのかという、そういうニーズ調査というものが本当に大事だ

と思いますけれども、このあたりの考え方についてお伺いしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 地域政策課長。 

地域政策 （大津鉄治君） 

課  長  質問にお答えをさせていただきます。 

 地元の商工業者に対する支援というのは十分必要であるという認識は、従

前から方向的には変わってないということでございます。それで、どういう

ふうなことでの取り組みっていいますか、常日ごろからそういった年に数回

おける地元商工会との情報交換、そういうものを含めて、先ほど申したよう

な対策等も打ってきております。今後も、要するに地元の商工会さんの皆さ

ん方と、確かにどういうまたニーズが本当に今必要なのかというのは十分研

究をさせていただいて、そこからどういうものを実行、実際にやっていくか

というものも含めまして、今現在、本日、具体的なものというものは申し上

げることはできませんが、やはり地元の商工業の皆さんの経営計画、あるい

は経営意欲の向上のために協議をさせていただきたいというふうに考えてお

ります。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 ぜひ商工の活性化に向けてしっかりとやっていきたいということでありま

すが、そこで、実は１０年ぐらい前まで町の中央商店街の幾つかまだまだ商

売を営んでいる方が中にたくさん入っていた時期がございました。それから

だんだんだんだんと店が少なくなっていく中で、住民の方から私が聞いてち

ょっと非常に記憶に残っているのが、どんどん店がなくなっていって寂しく

なって、商店街、市場の中を見たときに真っ暗になっているというのが、そ

こが一つ非常に心理的に何かそこに入りにくいというような話を聞いて、あ
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あ、なるほどなって。確かに私もそうだな、中に１軒か２軒しかないところ

に入っていくのが何か入りにくいよねというようなことでありました。そう

いう中で、やはり、特に手前のほうを明るく照明もして、壁紙なども明るく

して清潔感のあるお店にしていくということは、逆に言えば消費者を呼び込

む力にもなるんじゃないかというふうに思います。 

 いろんなマーケティングのいろんなことを調べていきますと、例えば一例

挙げますと、コンビニエンスストアが町内に幾つもありますけれども、その

コンビニエンスストアの照明を見ていただくとわかりますけれども、入り口

の壁と平行して蛍光灯がずっと並んでるんですね、決して逆ではなくて平行

に並んでる。これは外部から見て、照明が非常に明るくて、外からも明るい

店を印象づけて、それで入りやすさ、明るい店内を演出している、これはマ

ーケティングの基本ですね、御承知のことだと思いますけれども。またほか

では、一定資本力のある小売店については、頻繁に店舗を改装するので閉店

します、閉店セール、またリニューアルしたらリニューアルセールというの

を定期的に繰り返して、そういうことでイメージアップして、また住民の方

の注目を浴びるということをやっております。 

 何を言いたいかといいますと、やはりこのリニューアルをする、そして新

しくなるというのは集客効果がある、経済効果につながっていくということ

であります。ですから、ぜひ、もちろんそのお店で売っているものが本当に

魅力的なものを売っていくというのも大事なことですし、それプラス、やは

りなかなか店を新しくしたくても、改装したくても、そこに資金的に苦しい

んだよというようなニーズがあれば、そういうとこについては一定の町が可

能な限りのそういう町の活性化についての補助というものは必要じゃないか

というふうな思いがありますけれども、今の話聞いて、町長御自身はいかが

お考えでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 商店街の活性化というのは、これは非常にいつもいつも課題として思って

いるわけであります。ただ、活性化を図るためにはいろんな要素があるかと

思うんですね。そこに来る、例えばマーケティングとしては人が住んでいる

のかどうか、そして動線がどうなっているのか、年齢構成はどうなってるの

か、そして商店街としてはどういう商店があるのか等々いろんな要素があっ

て、その商店の活性化というのはあろうかと思うんですね。 

 したがいまして、今は私どもが出しているのは小規模企業の振興資金とか

いろいろ出しておりますけれども、今後もまた新たに榎の鼻もできてまちづ

くりが始まるというようなところでにぎわいが満ちてきますと、そのあたり

のまた活性化というのも何とか期待して、町としてもそこに支援を出してい

けないものだろうかというような考えておりますけれども、今言いましたよ

うに、いろんな要素が組み合わせられないとできないということもあります

ので、今後そのあたりもじっくり研究しながら進めてまいりたいというふう
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に考えておるところであります。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 いろんな要素が合わさってということであります。従来の店舗、そして商

店街に人が集まる仕組みというのを、今町長おっしゃいましたように、行政

も支援していくということはやはり必要なことでありますし、また、その手

法としていろんな手法がある中で私が提案したのは、これだけをやればいい

と私もそういうふうには全く思っておりませんけれども、そのリニューアル

に一定町としてバックアップをし、しかもその工事自体を地元業者で行うこ

とで、もう一つ町内循環型の経済活性化というものはまた生まれてくるんじ

ゃないか、これも一つの重要な施策としてぜひ考えていただきたいというふ

うに思います。 

 それからもう１点、先ほど高崎市のほうで資金難の問題、それから後継者

不足の問題が明らかになったということでありまして、この後継者の問題で

若干関連する事例があります。これは富山県の入善町というところで同様の

店舗のリニューアルの助成があるわけですけれども、これが通常の場合です

と１００万円以上の工事について３分の１の補助がなされているわけですが、

これを例えば子供さん等々、後継者が引き継ぐ際ですね、そういう条件が加

わりますと補助率２分の１に上げ、助成限度額も２００万円に増額するとい

うことで、店舗のリニューアルプラス後継者の意欲の向上にまで配慮した、

こういうことで、ほかの自治体でも何とか地元の活性化ができないかという

ことで、いろんな知恵、工夫を凝らしてそういう事業をやっておりますので、

町としては今後研究していくということで否定をなさっていませんので、私

は真剣に考えていただいていくものだというふうに考えて、ぜひ前向きな検

討をお願いをしまして、私の質問を終わらせていただきます。 

議  長 （山口経正議員） 

 次に、午前中の饗庭議員の一般質問における福祉課長の答弁におきまして

追加報告の申し出があっておりますので、これを許可します。 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 議長より発言の許可をいただきましたので、先ほどの饗庭議員の御質問の

ファミリーサポートセンターの実績とニーズ量についてお答えいたします。 

 平成２５年のファミリーサポートセンターの実績として、総合計５２６件。

主なものとして、障害児への支援が９５件、保育所、幼稚園等の預かり、送

りが７７件で、会員の登録数が６１６人となっております。 

 それから、ニーズ量の推計値ですけど、今現在の推計値になりますけども、

平成２７年度で保育園を希望するのは９２９名、幼稚園のニーズ量が５４４、

放課後児童クラブが６２０、平成３１年で保育所、保育園が８９０、幼稚園

が５１２、放課後児童クラブが５８２でございます。どうも申しわけありま

せんでした。 
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議  長 （山口経正議員） 

 これにて本日の日程は終了します。 

 本日はこれで散会します。 

 お疲れさまでした。 

                            （散会 １６時３０分） 


